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確
か
な
品
質
「
J
A
S
」
マ
ー
ク

　
　
「
J
A
S
協
力
店
」
は

　
　
　
　
　
　
　
　
安
心
が
買
え
る
店

安
心
し
て
買
え
る

　
　
　
「
J
A
S
」
商
品

　
「
J
A
S
」
マ
ー
ク
は
、
お
買
い

物
の
目
安
ー
。

　
食
品
な
ど
の
「
品
質
」
と
品
質
の

「
表
示
」
に
つ
い
て
、
厳
正
な
検
査

を
受
け
て
合
格
し
た
商
品
で
あ
る
こ

㊨

と
を
表
す
印
、
そ
れ
が
「
J
A
S
」

マ
ー
ク
で
す
。

　
で
す
か
ら
、
か
ん
詰
、
ハ
ム
・
ソ

ー
セ
ー
ジ
、
即
席
ラ
ー
メ
ン
な
ど
、

外
観
だ
け
で
は
品
質
や
内
容
が
分
か

り
に
く
い
加
工
食
品
も
、
　
「
J
A
S
」

マ
ー
ク
が
付
い
て
い
れ
ば
安
心
し
て

お
買
い
求
め
に
な
れ
ま
す
。

J
A
S
協
力
店

　
　
　
　
の
登
場

　
品
質
保
証
の
印
と
し
て
買
い
物
の

目
安
と
な
る
「
J
A
S
」
マ
ー
ク
！

し
か
し
、
店
に
よ
っ
て
は
「
J
A
S
」

マ
ー
ク
商
品
を
置
い
て
い
な
い
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
「
J
A
S
」
マ
ー
ク
の
普

及
率
が
ま
だ
ま
だ
十
分
で
な
い
こ
と

と
、
小
売
店
に
よ
っ
て
は
、
商
品
の

仕
入
れ
に
当
た
っ
て
「
J
A
S
」
マ

ー
ク
を
基
準
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
が

少
な
い
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
国
で
は
「
J
A
S
」

マ
ー
ク
を
さ
ら
に
普
及
さ
せ
る
た
め

に
㈹
日
本
農
林
規
格
協
会
に
助
成
し

て
、
昭
和
五
十
七
年
度
か
ら
「
J
A

S
協
力
の
店
」
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
「
J
A
S
」
マ
ー
ク
の
普

及
に
特
に
積
極
的
に
協
力
す
る
小
売

店
を
“
協
力
店
”
と
し
て
認
定
し
、

マ
ー
ク
の
付
い
た
商
品
を
で
き
る
だ

け
多
く
取
り
扱
っ
て
い
た
だ
こ
う
と

い
う
も
の
で
す
。

　
安
心
の
印
「
J
A
S
」
マ
ー
ク
を

お
買
い
物
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

食
食
盒
盒
盒
盒
皇
皇
食
食
皇
盒
食
全
食
皇
皇
食
皇
盒
盒
食
皇
食
全
食
食
食
食
食
皇
皇
食
食
全
皇
食
愈
食
盒
皇
皇
食
食
盒
盒
皇
皇
盒
食
食
食
食
食
食
盒
全
皇
皇
食
食
食

みんなで集めて緑を増やそう

、　グリーン　マーク　　刃

　
幼
稚
園
、
小
・

中
・
高
校
生
の
皆

さ
ん
、
そ
し
て
P

T
A
の
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
、
み
ん

な
の
学
校
を
”
花

と
緑
”
で
い
っ
ぱ

い
に
し
て
み
ま
せ

ん
か
ー
ー
。

　
グ
リ
ー
ン
マ
ー

ク
（
図
参
照
）
を

学
校
単
位
で
一
定

の
枚
数
集
め
る
と
、

サ
ク
ラ
、
ツ
バ
キ
、

シ
イ
ノ
キ
、
ハ
ナ

ミ
ズ
キ
、
そ
の
他

い
ろ
い
ろ
な
樹
木

の
苗
木
が
も
ら
え

ま
す
。

　
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ク
は
“
古
紙
利

用
製
品
”
で
あ
る
こ
と
を
表
す
も

の
で
、
古
新
聞
や
古
雑
誌
な
ど
の

古
紙
を
原
料
と
し
て
つ
く
ら
れ
た

紙
製
品
に
付
い
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ク
が
表

示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

　
〔
新
聞
〕
一
般
紙
、
小
・
中
学

　
　
生
新
聞

　
〔
雑
誌
〕
幼
稚
園
児
、
小
・
中
・

グリーンマーク

　
　
高
生
向
け
の
学
習
雑
誌
、
マ

　
　
ン
ガ
雑
誌
な
ど

　
〔
そ
の
他
〕
ト
イ
レ
ッ
ト
・
ぺ

　
　
ー
パ
ー
、
ち
り
紙

　
日
本
は
、
い
ま
、
ア
メ
リ
カ
に

次
ぐ
世
界
第
二
位
の
製
紙
産
業
国

で
す
が
、
紙
を
つ
く
る
原
料
の
四

六
％
は
古
紙
で
ま
か
な
わ
れ
て
い

ま
す
（
五
四
％
は
木
材
パ
ル
プ
）
。

　
木
材
資
源
を
節
約
し
、
省
資
源

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
進
め
る
う
え
で

も
、
さ
ら
に
古
紙
の
再
生
利
用
を

広
め
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

　
こ
う
し
た
古
紙
再
生
利
用
の
重

要
性
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
学
校
の
緑
化
を
図
り
、

自
然
環
境
の
保
護
に
役
立
て
よ
う

ー
と
い
う
の
が
「
グ
リ
ー
ン
マ

ー
ク
制
度
」
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
通
商
産
業
省
所

管
の
財
団
法
人
古
紙
再
生
促
進
セ

ン
タ
ー
が
、
全
国
の
幼
稚
園
、
小
・

中
・
高
等
学
校
を
対
象
に
行
っ
て

い
ま
す
。

　
苗
木
配
布
を
希
望
さ
れ
る
幼
稚

園
、
小
・
中
・
高
等
学
校
（
生
徒

会
、
P
T
A
な
ど
）
は
、
古
紙
再

生
促
進
セ
ン
タ
ー
の
グ
リ
ー
ン
マ

ー
ク
実
行
委
員
会
事
務
局
に
、
は

が
き
な
ど
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
「
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ク
の
て
び
き
」

と
「
マ
ー
ク
貼
付
台
帳
」
が
送
付

さ
れ
ま
す
。
同
事
務
局
の
住
所
等

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
〒
翅
　
東
京
都
中
央
区
銀
座
二

丁
目
十
六
番
十
二
号
、
銀
座
大
塚

ビ
ル
内
、
電
話
〇
三
ー
五
四
三
－

一
四
七
〇

休
診
・
出
張
診
療
六
月

▽
休
診
日

　
6
月
4
日
（
土
）

　
　
　
H
日
（
土
）

　
　
　
2
5
日
（
土
）

▽
出
張
診
療
日

毎
週
火
曜
日

6
月
2
日

　
　
1
6
日

　
　
3
0
日

6
月
9
日

　
　
2
3
日

木木木木木

医
師
都
合

指
定
休
日

医
師
都
合

湯
本
出
張
日

董
－

藷
出
張
日

戸
籍
の
明
暗
　
五
月

□
新
婚
さ
ん

　
　
5

ロ
う
ぶ
声

　
石
塚
直
人
（
湯
之
島
・
春
一
の
長
男
）

　
村
山
一
樹
（
湯
之
島
・
茂
の
長
男
）

　
高
沢
昌
巳
（
湯
本
二
呉
の
二
男
）

　
高
橋
里
美
（
天
水
島
・
越
雄
の
長
女
）

■
お
く
や
み

　
佐
藤
　
重
春
㈲
（
天
水
越
・
脇
）

　
柳
ユ
キ
㈹
（
中
尾
・
井
戸
根
）

　
五
十
嵐
シ
マ
⑯
（
曽
根
・
権
太
郎
）

　
志
賀
　
キ
ノ
㈲
（
松
臼
・
松
島
屋
）

　
志
賀
　
時
司
鮒
（
松
口
・
惣
全
）
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湯本の名木野地区で

スタート

総
工
事
費
二
億
四
千
万
円

　
　
　
三
か
年
で
完
了
の
予
定

　
湯
本
の
名
木
野
地
区
に
「
土
砂
崩

壊
流
出
防
止
総
合
治
山
事
業
」
が
本

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な

り
、
六
月
一
日
、
高
鳥
修
、
木
島
喜

兵
衛
、
白
川
勝
彦
の
三
代
議
士
や
林

野
庁
、
県
・
町
の
関
係
者
、
地
区
の

人
た
ち
な
ど
約
五
十
人
が
参
加
し
て
、

安
全
祈
願
の
起
工
式
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
事
業
は
松
之
山
温
泉
街
の
七

十
九
戸
に
近
接
し
た
山
地
の
土
石
流

等
の
山
地
災
害
防
止
と
生
活
環
境
の

保
全
防
災
機
能
の
強
化
を
図
る
も
の

で
、
本
年
度
よ
り
三
ヵ
年
の
工
事
期

間
で
完
了
す
る
予
定
の
も
の
で
す
。

　
保
全
対
象
は
「
崩
壊
土
砂
流
出
危

険
地
」
面
積
一
九
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

保
安
林
指
定
見
込
が
五
〇
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
、
本
年
度
の
工
事
費
は
三
、
二
七

三
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
工
事
完
了

ま
で
の
三
年
間
に
二
億
四
〇
〇
万
円

の
巨
費
が
投
入
さ
れ
ま
す
。

　
治
山
施
設
整
備
と
し
て
谷
止
工
（
え

ん
堤
）
四
基
二
、
六
八
六
㎡
土
留
工
、

棚
工
、
筋
工
が
行
な
わ
れ
、
防
災
機

能
の
高
い
造
林
事
業
と
し
て
水
路
工

（
ベ
ン
チ
フ
リ
ュ
ー
ム
）
一
、
一
五
〇

メ
ー
ト
ル
、
暗
渠
工
（
蛇
篭
）
六
九

〇
メ
ー
ト
ル
、
植
栽
工
一
四
ヘ
ク
タ

ー
ル
な
ど
の
工
事
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

工事の安全と早期完成を願って鍬入れ式

1”Ill””lll”1””昭和58年7月10日

町
長
●

町
議
会
議
員
の
選
挙

　
　
　
　
　
　
　
　
8
月
28
日
投
票
日

　
九
月
五
日
任
期
満
了
に
よ
る
松
之

山
町
議
会
議
員
、
九
月
九
日
任
期
満

了
に
よ
る
松
之
山
町
長
の
一
般
選
挙

は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
次
の
と

お
り
同
日
に
執
行
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　
告
示
日
　
　
八
月
二
十
一
日
㈲

　
　
　
　
　
　
（
立
候
補
届
受
付
）

　
投
票
日
　
　
八
月
二
十
八
日
㈲

　
今
回
の
町
議
会
議
員
の
定
数
は
、

二
十
名
で
す
が
、
町
選
挙
管
理
委
員

会
で
は
、
立
候
補
予
定
者
の
説
明
会

を
八
月
上
旬
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
町
政
を
左
右
す
る
重

大
な
選
挙
で
あ
る
こ
と
か
ら
町
は
明

る
い
選
挙
を
推
進
す
る
た
め
、
三
な

い
運
動
（
贈
ら
な
い
、
受
取
ら
な
い
、

求
め
な
い
）
を
町
民
に
周
知
し
て
い

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

行
政
苦
情
㎜
番
開
設

テ
レ
ホ
ン
・
サ
ー
ビ
ス

　
新
潟
行
政
監
察
局
は
七
月
一
日
か

ら
、
県
民
向
け
の
テ
レ
ホ
ン
・
サ
ー

ビ
ス
「
行
政
苦
情
二
〇
番
」
を
開

設
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
行
政
改
革
推
進
運
動
の

一
環
と
し
て
特
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
役
立
て
よ
う
と
い
う
も
の
で
、

県
民
の
お
役
所
仕
事
に
対
す
る
苦
情

や
相
談
を
、
電
話
で
迅
速
な
解
決
を

図
る
の
が
ね
ら
い
で
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
テ
レ
ホ
ン
・
サ
ー
ビ
ス

　
a
O
二
五
五
ー
二
四
ー
二
〇
〇

▽
受
付
時
間

　
　
平
　
日
・
午
前
八
時
半
よ
り

　
　
　
　
　
午
後
五
時
　
ま
で

　
　
土
曜
日
・
午
前
八
時
半
よ
り

　
　
　
　
　
午
後
○
時
半
ま
で
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6月26日の参院選

慕鯉の投票率100％

町の投票総数3，123票

　
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
二
十
六

日
朝
七
時
、
町
内
十
四
投
票
所
で
一

斉
に
投
票
が
行
な
わ
れ
、
午
後
七
時

半
よ
り
開
票
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
参
院
選
は
従
来
の
全
国
区

に
変
っ
て
政
党
名
投
票
に
よ
る
初
の

比
例
代
表
選
挙
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
投
票
日
は
晴
の
天
候
に
恵
ま
れ
有

権
者
の
出
足
は
順
調
で
町
の
投
票
率

は
八
四
・
四
五
％
と
春
の
県
議
選
よ

り
六
・
四
一
％
あ
が
り
三
、
二
一
三
人

が
投
票
し
ま
し
た
。

　
第
十
一
投
票
区
の
東
山
で
は
、
男

女
三
十
人
の
有
権
者
全
員
が
投
票
し

一
〇
〇
％
の
好
成
績
を
あ
げ
ま
し
た
。

　
比
例
代
表
選
は
十
八
政
党
の
う
ち

十
五
政
党
に
投
票
が
あ
り
三
政
党
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
位
に
自
民

党
の
五
八
・
七
二
％
、
二
位
共
産
党

の
十
三
・
五
八
％
、
三
位
が
公
明
党

の
一
〇
・
五
七
％
の
得
票
率
と
な
り

ま
し
た
。

▽
町
の
投
票
内
訳

有
権
者
数

投
票
者
数

　　　ふ
一　ノ、

二九
三八
人人

投
票
率

無
効
票

　
選
挙
区

　
比
例
代
表

八
四
・
四
五
％

一
三
四
票

二
二
四
票

比例代表の得票

数票得別派党

1，755

　　406

　　316

　　246

155

30

20

17

15

10

9
4
3
2
1
0
0
0

党
党
党
党
党
党
ク

民
産
明
会
社
祉
院

自
共
公
社
民
福
二

党
タ
派
和
連
本
党
党
ク
会
党

ンマ
一
　
自
　
党

リ一
フサ

　
新
　
無
　
平

手勝

日

民
　
育
　
党
　
霊
　
直

雑
　
教
　
自
　
浄
　
世

2，989計

選挙区の得票数

吉　　川　　芳　　男 1，186票

長谷川　　吉　　雄 797票

丸　　山　　久　　明 475票

稲　　村　　稔　　夫 329票

高　　沢　　健　　吉 201票

（案分票の小数点以下切り捨て）

績成票投

撫　　票　　区 有権者数 投票者数 投票率

1 簾11（東出） 30人 30人 100　％

2 第，9（上鰻浴 97 91 93．81

3 第　㍗（壌尾〉 129 116 臓92

4 第』12（黒創 107 96 89．72

5 第　4（下州手） 142　． 125 88．03

6 第　2（三省） 252 22r 87．70

7 第　5（上1呼） 183一 157 85．79

8 第　1Q（坪、野） 130 111 85．38

9 第　3（大荒戸） 1㎝ 86 85．15
．少

10 第・13（濾田） 560 473 84．46

11 第　8（東1の 255 215 84．31

12 第　1（松之山） 698 587 84、欝

13 第14（中立山〉 168 139 82．74

14 第　6（松里） 846 676 79．9圭

計 3，698 3，123 84．45
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湯本の名木野地区で

スタート

総
工
事
費
二
億
四
千
万
円

　
　
　
三
か
年
で
完
了
の
予
定

　
湯
本
の
名
木
野
地
区
に
「
土
砂
崩

壊
流
出
防
止
総
合
治
山
事
業
」
が
本

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な

り
、
六
月
一
日
、
高
鳥
修
、
木
島
喜

兵
衛
、
白
川
勝
彦
の
三
代
議
士
や
林

野
庁
、
県
・
町
の
関
係
者
、
地
区
の

人
た
ち
な
ど
約
五
十
人
が
参
加
し
て
、

安
全
祈
願
の
起
工
式
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
事
業
は
松
之
山
温
泉
街
の
七

十
九
戸
に
近
接
し
た
山
地
の
土
石
流

等
の
山
地
災
害
防
止
と
生
活
環
境
の

保
全
防
災
機
能
の
強
化
を
図
る
も
の

で
、
本
年
度
よ
り
三
ヵ
年
の
工
事
期

間
で
完
了
す
る
予
定
の
も
の
で
す
。

　
保
全
対
象
は
「
崩
壊
土
砂
流
出
危

険
地
」
面
積
一
九
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

保
安
林
指
定
見
込
が
五
〇
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
、
本
年
度
の
工
事
費
は
三
、
二
七

三
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
工
事
完
了

ま
で
の
三
年
間
に
二
億
四
〇
〇
万
円

の
巨
費
が
投
入
さ
れ
ま
す
。

　
治
山
施
設
整
備
と
し
て
谷
止
工
（
え

ん
堤
）
四
基
二
、
六
八
六
㎡
土
留
工
、

棚
工
、
筋
工
が
行
な
わ
れ
、
防
災
機

能
の
高
い
造
林
事
業
と
し
て
水
路
工

（
ベ
ン
チ
フ
リ
ュ
ー
ム
）
一
、
一
五
〇

メ
ー
ト
ル
、
暗
渠
工
（
蛇
篭
）
六
九

〇
メ
ー
ト
ル
、
植
栽
工
一
四
ヘ
ク
タ

ー
ル
な
ど
の
工
事
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

工事の安全と早期完成を願って鍬入れ式

1”Ill””lll”1””昭和58年7月10日

町
長
●

町
議
会
議
員
の
選
挙

　
　
　
　
　
　
　
　
8
月
28
日
投
票
日

　
九
月
五
日
任
期
満
了
に
よ
る
松
之

山
町
議
会
議
員
、
九
月
九
日
任
期
満

了
に
よ
る
松
之
山
町
長
の
一
般
選
挙

は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
次
の
と

お
り
同
日
に
執
行
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　
告
示
日
　
　
八
月
二
十
一
日
㈲

　
　
　
　
　
　
（
立
候
補
届
受
付
）

　
投
票
日
　
　
八
月
二
十
八
日
㈲

　
今
回
の
町
議
会
議
員
の
定
数
は
、

二
十
名
で
す
が
、
町
選
挙
管
理
委
員

会
で
は
、
立
候
補
予
定
者
の
説
明
会

を
八
月
上
旬
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
町
政
を
左
右
す
る
重

大
な
選
挙
で
あ
る
こ
と
か
ら
町
は
明

る
い
選
挙
を
推
進
す
る
た
め
、
三
な

い
運
動
（
贈
ら
な
い
、
受
取
ら
な
い
、

求
め
な
い
）
を
町
民
に
周
知
し
て
い

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

行
政
苦
情
㎜
番
開
設

テ
レ
ホ
ン
・
サ
ー
ビ
ス

　
新
潟
行
政
監
察
局
は
七
月
一
日
か

ら
、
県
民
向
け
の
テ
レ
ホ
ン
・
サ
ー

ビ
ス
「
行
政
苦
情
二
〇
番
」
を
開

設
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
行
政
改
革
推
進
運
動
の

一
環
と
し
て
特
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
役
立
て
よ
う
と
い
う
も
の
で
、

県
民
の
お
役
所
仕
事
に
対
す
る
苦
情

や
相
談
を
、
電
話
で
迅
速
な
解
決
を

図
る
の
が
ね
ら
い
で
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
テ
レ
ホ
ン
・
サ
ー
ビ
ス

　
a
O
二
五
五
ー
二
四
ー
二
〇
〇

▽
受
付
時
間

　
　
平
　
日
・
午
前
八
時
半
よ
り

　
　
　
　
　
午
後
五
時
　
ま
で

　
　
土
曜
日
・
午
前
八
時
半
よ
り

　
　
　
　
　
午
後
○
時
半
ま
で
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6月26日の参院選

慕鯉の投票率100％

町の投票総数3，123票

　
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
二
十
六

日
朝
七
時
、
町
内
十
四
投
票
所
で
一

斉
に
投
票
が
行
な
わ
れ
、
午
後
七
時

半
よ
り
開
票
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
参
院
選
は
従
来
の
全
国
区

に
変
っ
て
政
党
名
投
票
に
よ
る
初
の

比
例
代
表
選
挙
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
投
票
日
は
晴
の
天
候
に
恵
ま
れ
有

権
者
の
出
足
は
順
調
で
町
の
投
票
率

は
八
四
・
四
五
％
と
春
の
県
議
選
よ

り
六
・
四
一
％
あ
が
り
三
、
二
一
三
人

が
投
票
し
ま
し
た
。

　
第
十
一
投
票
区
の
東
山
で
は
、
男

女
三
十
人
の
有
権
者
全
員
が
投
票
し

一
〇
〇
％
の
好
成
績
を
あ
げ
ま
し
た
。

　
比
例
代
表
選
は
十
八
政
党
の
う
ち

十
五
政
党
に
投
票
が
あ
り
三
政
党
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
位
に
自
民

党
の
五
八
・
七
二
％
、
二
位
共
産
党

の
十
三
・
五
八
％
、
三
位
が
公
明
党

の
一
〇
・
五
七
％
の
得
票
率
と
な
り

ま
し
た
。

▽
町
の
投
票
内
訳

有
権
者
数

投
票
者
数

　　　ふ
一　ノ、

二九
三八
人人

投
票
率

無
効
票

　
選
挙
区

　
比
例
代
表

八
四
・
四
五
％

一
三
四
票

二
二
四
票

比例代表の得票

数票得別派党

1，755

　　406

　　316

　　246

155

30

20

17

15

10

9
4
3
2
1
0
0
0

党
党
党
党
党
党
ク

民
産
明
会
社
祉
院

自
共
公
社
民
福
二

党
タ
派
和
連
本
党
党
ク
会
党

ンマ
一
　
自
　
党

リ一
フサ

　
新
　
無
　
平

手勝

日

民
　
育
　
党
　
霊
　
直

雑
　
教
　
自
　
浄
　
世

2，989計

選挙区の得票数

吉　　川　　芳　　男 1，186票

長谷川　　吉　　雄 797票

丸　　山　　久　　明 475票

稲　　村　　稔　　夫 329票

高　　沢　　健　　吉 201票

（案分票の小数点以下切り捨て）

績成票投

撫　　票　　区 有権者数 投票者数 投票率

1 簾11（東出） 30人 30人 100　％

2 第，9（上鰻浴 97 91 93．81

3 第　㍗（壌尾〉 129 116 臓92

4 第』12（黒創 107 96 89．72

5 第　4（下州手） 142　． 125 88．03

6 第　2（三省） 252 22r 87．70

7 第　5（上1呼） 183一 157 85．79

8 第　1Q（坪、野） 130 111 85．38

9 第　3（大荒戸） 1㎝ 86 85．15
．少

10 第・13（濾田） 560 473 84．46

11 第　8（東1の 255 215 84．31

12 第　1（松之山） 698 587 84、欝

13 第14（中立山〉 168 139 82．74

14 第　6（松里） 846 676 79．9圭

計 3，698 3，123 84．45
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翻
一
般
会
計
補
正
予
算

三
、

〇
七
一
万
一
千
円
追
加

　
昭
和
五
十
八
年
度
第
四
回
町
議
会

定
例
会
が
六
月
二
十
七
日
開
か
れ
、

十
七
議
案
を
審
議
し
原
案
通
り
可
決

し
ま
し
た
。

　
経
済
事
情
の
急
激
な
変
動
に
よ
り

著
し
く
財
源
が
不
足
す
る
等
の
場
合

に
そ
な
え
「
町
債
管
理
基
金
」
を
設

置
す
る
こ
と
に
な
り
本
年
度
予
算
で

一
千
万
円
積
立
て
さ
れ
ま
す
。

　
町
の
会
計
事
務
の
合
理
化
を
図
る

た
め
指
定
金
融
機
関
と
し
て
．
「
第
四

銀
行
」
を
指
定
し
ま
し
た
。

　
五
十
七
年
度
の
国
保
会
計
の
補
正

予
算
で
直
診
松
之
山
診
療
所
勘
定
予

算
が
赤
字
に
な
っ
た
た
め
、
国
保
会

計
か
ら
松
之
山
診
療
所
勘
定
へ
八
百

万
円
繰
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
五
十
八
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予

算
で
干
害
対
策
と
し
て
揚
水
ポ
ン
プ

十
五
台
が
購
入
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

水
梨
青
年
会
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

金
二
百
万
円
な
ど
約
三
千
万
円
が
追

加
さ
れ
ま
し
た
。

　
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
リ
フ
ト
建

設
工
事
が
一
億
五
千
八
百
万
円
で
㈱

日
本
ケ
ー
ブ
ル
が
請
負
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
町
の
特
産
品
の
開
発

や
工
場
誘
致
問
題
に
つ
い
て
四
議
員

が
町
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

議会6月定例会

補
正
予
算

主
な
使
い
み
ち

総
務
費

○
庁
用
自
動
車
更
新
　
二
三
〇
万
円

○
積
立
金
　
　
　
一
、
二
〇
〇
万
円

（
鋸
灘
基
金
、
、
コ
。
。
。
。
朋
朋
）

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
（
水
梨
青

　
年
会
）
　
　
　
　
　
二
〇
〇
万
円

○
県
立
上
越
科
学
館
建
設
用
地
費
寄

　
附
金
　
　
　
　
　
　
　
三
二
万
円

民
生
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

○
産
休
代
替
保
母
賃
金
　
二
九
万
円

○
臨
時
職
員
退
職
報
償
金
三
八
万
円

○
松
之
山
保
育
所
ブ
ロ
ッ
ク
積
工
事

　
請
負
費
　
　
　
　
　
　
八
O
万
円

○
老
人
医
療
・
老
人
保
健
事
務
委
託

　
料
　
　
　
　
　
　
　
二
六
万
円

○
老
人
憩
の
家
火
災
報
知
器
点
検
委

託
料
　
　
　
　
　
　
　
三
万
円

農
林
水
産
業
費

○
干
害
対
策
、
揚
水
ポ
ン
プ
十
五
台

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
万
円

○
自
然
休
養
村
工
事
請
負
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
〇
万
円

（
道
路
法
面
種
子
吹
付
・
直
売
所
水

　
道
工
事
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
脇
ブ
ロ

　
ッ
ク
積
）

○
広
域
基
幹
林
道
負
担
金
七
〇
万
円

○
造
林
地
保
育
対
策
事
業
賃
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
万
円

○
林
構
委
託
料
　
　
　
三
二
一
万
円

（
保
全
林
巡
視
、
町
有
林
保
育
）

○
ふ
る
里
の
森
事
業
基
金
繰
出

　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
二
〇
〇
万
円

○
林
道
上
蝦
池
線
舗
装
一
〇
〇
万
円

○
林
道
野
々
海
天
水
越
線
修
繕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
万
円

○
特
定
分
収
林
事
業
観
光
農
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
五
万
円

（
賃
金
、
肥
料
、
会
員
接
遇
等
）

○
特
定
分
収
林
事
業
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
〇
万
円

（
ふ
る
里
の
森
保
育
、
薬
草
植
栽
）

○
団
体
営
か
ん
ぱ
い
事
業
立
木
補
償

　
費
　
　
　
　
　
　
　
五
五
万
円

○
新
田
地
区
農
道
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
七
八
八
万
円

（
工
事
請
負
費
、
用
地
購
入
、
立
木
、

　
土
取
場
、
補
償
費
、
測
量
委
託
料
等
）

商
工
費

○
新
潟
博
町
旗
掲
揚
参
加
料
　
六
万
円

○
ス
キ
ー
場
ゲ
レ
ン
デ
造
成
建
設
機

　
械
借
上
料
　
　
　
　
五
〇
〇
万
円

○
ス
キ
ー
場
鳥
か
ん
図
作
成
七
万
円

土
木
費

○
道
路
維
持
建
設
機
械
借
上
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
万
円

○
道
路
修
繕
冬
仙
線
外
五
路
線
工
事

　
請
負
費
　
　
　
　
　
二
四
八
万
円

○
部
落
道
生
コ
ン
舗
装
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
万
円

○
交
通
安
全
施
設
工
事
　
二
六
万
円

○
栗
の
木
橋
架
か
え
合
併
施
工
工
事

　
委
託
料
　
　
　
三
、
O
O
O
万
円

○
道
路
改
良
物
件
補
償
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
四
万
円

教
育
費

○
職
員
（
用
務
員
）
一
名
分
給
料
、

　
手
当
、
共
済
費
　
　
二
〇
六
万
円

○
浦
田
小
電
力
供
給
容
量
変
更
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二
万
円

○
松
里
小
プ
ー
ル
補
修
　
二
六
万
円

○
松
之
山
中
玄
関
庇
補
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八
万
円

○
中
学
給
食
従
事
員
退
職
報
償
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四
万
円

○
葛
飾
区
子
ど
も
会
交
歓
会
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
万
円

○
社
会
教
育
の
保
健
体
育
振
興
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
万
円

○
町
民
グ
ラ
ン
ド
排
水
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
〇
万
円

災
害
復
旧
費

○
町
道
災
害
復
旧
、
崩
田
・
田
麦
立

　
線
外
二
路
線
　
　
一
、
〇
三
五
万
円

○
農
地
農
業
用
施
設
災
害
応
急
対
策

（
曽
根
農
免
）
　
　
　
　
四
三
万
円

○
林
道
野
々
海
天
水
越
線
災
害
復
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
万
円
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圃水
稲
は
、

く
、
播
種
、

農
業
共
済
決
算
報
告

　
　
　
総
事
業
費
三
、
五

ら
十
日
位
早
ま
り

で
茎
数
も
早
期
に
確
保
出
来
、

指
数
も
一
〇
七
％
と
大
変
良
好
な
作

積
雪
が
例
年
に
な
く
少

田
植
え
と
も
一
週
間
か

　
　
、
そ
の
後
も
良
好

　
　
　
　
　
　
　
作
況

　
　
　
　
　
　
一
七
万
円

柄
と
な
り
ま
し
た
。

　
七
月
下
旬
か
ら
八
月
上
旬
に
か
け

て
低
温
期
が
あ
り
、
標
高
五
〇
〇
メ

ー
ト
ル
以
上
に
一
部
冷
害
が
発
生
し

三
割
以
上
の
被
害
面
積
が
六
・
四
八

ヘ
タ
タ
ー
ル
で
一
三
六
万
円
支
払
わ

れ
ま
し
た
。

　
蚕
繭
は
事
故
が
な
く
、
家
畜
は
平

年
並
の
事
故
で
し
た
。

　
昭
和
五
十
七
年
度
共
済
事
業
の
決

算
額
は
三
、
五
一
七
万
一
、
五
四
〇
円
で

剰
余
金
三
八
九
万
七
、
六
一
八
円
を
特

別
積
立
し
ま
し
た
。

▽
農
作
物
共
済

加
入
者

引
受
面
積

共
済
掛
金

○
被
害
戸
数

被
害
面
積

　
　
　
一
、
〇
七
七
人

　
六
六
、
二
五
九
a

四
、
七
三
一
、
三
六
六
円

　
　
　
　
　
六
八
戸

　
　
　
　
六
四
八
a

　
支
払
共
済
金
一
、
三
六
七
、
一
三
六
円

▽
蚕
繭
共
済

加
入
者
　
　
　
　
　
　
　
二
人

　
共
済
掛
金
　
　
　
一
二
、
五
五
一
円

o
被
害
（
事
故
）
な
し

▽
家
畜
共
済

　
引
受
頭
数
　
　
　
　
　
三
四
六
頭

　
共
済
掛
金
（
農
家
負
担
額
）

　
　
　
　
　
　
一
、
八
四
九
、
六
六
五
円

○
死
廃
事
故
（
死
二
、
廃
四
）
六
頭

　
支
払
共
済
金
一
、
三
九
一
、
一
七
九
円

　
病
傷
事
故
　
　
　
　
　
一
四
一
件

　
支
払
共
済
金
　
八
三
一
、
一
八
○
円

［
旛
毅
牲

▽
昭
和
五
十
七
年
度
松
之
山
町
一
般

　
会
計
補
正
予
算
（
第
八
回
）

○
八
五
万
六
千
円
を
追
加
し
総
額
二

　
二
億
三
、
六
八
二
万
七
千
円
と
す
る
。

▽
昭
和
五
十
七
年
度
松
之
山
町
国
民

　
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
七
回
）

○
事
業
勘
定
一
九
万
九
千
円
減
額
し

　
総
額
三
億
八
、
一
九
五
万
七
千
円
と

　
す
る
。

○
直
診
松
之
山
診
療
所
勘
定
三
三
万

　
円
追
加
し
総
額
二
億
一
、
五
九
二
万

　
三
千
円
と
す
る
。

▽
昭
和
五
十
七
年
度
松
之
山
町
一
般

　
会
計
予
算
の
繰
越
明
許
費
の
報
告
。

○
農
地
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
費
で

　
一
、
八
八
○
万
五
千
円
を
翌
年
度
へ

　
繰
越
す
。

▽
昭
和
五
十
八
年
度
松
之
山
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
一
回
）

〇
三
、
〇
七
一
万
一
千
円
を
追
加
し
総

　
額
二
三
億
七
、
七
六
〇
万
九
千
円
と

　
す
る
。

▽
昭
和
五
十
八
年
度
松
之
山
町
国
民

　
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
一
回
）

○
事
業
勘
定
一
九
四
万
二
千
円
を
追

　
加
し
総
額
三
億
四
、
九
六
四
万
二
千

　
円
と
す
る
。

○
直
診
松
之
山
診
療
所
勘
定
二
〇
万

　
三
千
円
追
加
し
二
億
○
、
二
七
〇
万

　
六
千
円
と
す
る
。

▽
昭
和
五
十
八
年
度
松
之
山
町
老
人

　
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一

　
回
）

〇
七
四
四
万
一
千
円
追
加
し
総
額
二

　
億
六
、
七
九
九
万
二
千
円
と
す
る
。

▽
松
之
山
町
町
債
管
理
基
金
条
例
の

　
制
定
。

○
町
債
の
償
還
お
よ
び
町
債
の
適
正

　
な
管
理
に
必
要
な
財
源
を
確
保
し

　
将
来
に
わ
た
る
財
政
の
健
全
な
運

　
営
に
資
す
る
た
め
、
町
債
管
理
基

　
金
を
設
置
す
る
。

▽
松
之
山
町
重
度
心
身
障
害
者
医
療

　
費
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
。

〇
六
十
五
歳
以
上
で
も
重
度
心
身
障

　
害
者
は
医
療
費
の
助
成
を
六
十
四

　
歳
前
同
様
受
け
ら
れ
る
。

▽
松
之
山
町
特
別
職
で
非
常
勤
者
の

　
報
酬
お
よ
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

　
条
例
の
一
部
改
正
。

o
選
挙
長
、
投
票
管
理
者
、
開
票
管

　
理
者
の
報
酬
五
、
六
〇
〇
円
を
六
、

　
五
〇
〇
円
に
引
き
上
げ
る
。

○
投
票
立
会
人
、
開
票
立
会
人
、
選

　
挙
立
会
人
の
報
酬
四
、
五
〇
〇
円
を

　
五
、
一
〇
〇
円
に
引
き
上
げ
る
。

▽
松
之
山
町
過
疎
地
域
振
興
計
画
の

　
変
更
。

○
昭
和
五
十
九
年
度
ま
で
の
過
疎
地

　
域
振
興
計
画
に
新
た
に
次
の
事
業

　
を
付
け
加
え
る
。

○
道
路
・
鴨
田
線
改
良
、
地
付
線
舗

　
装
。

○
橋
り
ょ
う
・
栗
の
木
橋
架
か
え
。
・

○
農
道
・
新
田
（
改
良
舗
装
）
、
藤
原

農
道
整
備
。

○
林
道
・
上
蝦
池
線
舗
装
。

○
へ
き
地
教
員
宿
舎
木
造
二
階
建
。

o
西
之
前
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
。

0
基
盤
整
備
・
曽
根
、
カ
ッ
パ
平
。

○
林
業
事
業
・
栽
培
地
造
成
。

○
観
光
事
業
、
兎
口
温
泉
一
号
井
改

修
。

▽
字
の
変
更
。

○
川
手
地
区
の
土
地
改
良
の
換
地
処

　
分
に
よ
る
字
の
変
更
。

▽
工
事
請
負
契
約
の
締
結
。

○
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
建
設
工
事

　
請
負
額
・
一
億
五
、
八
○
○
万
円

　
請
負
者
・
日
本
ケ
ー
ブ
ル
㈱

▽
町
道
路
線
の
認
定
が
え
。

○
音
沢
線
（
天
水
越
）
廃
止
。

○
東
川
藤
倉
天
水
越
線
、
道
路
改
良

　
に
よ
り
認
定
が
え
。

▽
松
之
山
町
営
土
地
改
良
事
業
の
施

　
行
。

○
狐
塚
地
区
ホ
場
整
備
九
・
八
ヘ
ク

　
タ
ー
ル
、
全
体
事
業
費
一
億
八
、
四

　
九
〇
万
円
、
事
業
の
実
施
年
度
昭

　
和
五
十
八
年
か
ら
五
年
間
。

○
新
田
地
区
農
道
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

　
事
業
費
一
、
八
○
○
万
円
、
一
年
間
。

○
曽
根
地
区
ホ
場
整
備
二
ヘ
ク
タ
ー

　
ル
、
農
道
三
六
〇
メ
ー
ト
ル
、
事

　
業
費
二
、
四
〇
〇
万
円
、
二
年
間
。

▽
松
之
山
町
金
融
機
関
の
指
定
。

○
会
計
事
務
の
合
理
化
を
図
る
た
め
、

「
第
四
銀
行
」
を
指
定
す
る
。

▽
新
潟
県
町
村
人
事
事
務
組
合
を
組

　
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減

　
少
お
よ
び
規
約
の
変
更
。

○
阿
賀
野
川
右
岸
水
防
事
務
組
合
を

・
削
る
。

▽
上
越
地
区
広
域
視
聴
覚
教
育
協
議

　
会
の
規
約
変
更
。

○
事
務
所
の
住
所
「
上
越
市
大
手
町

　
五
番
四
〇
号
」
・
を
「
上
越
市
本
城

　
町
五
番
三
号
」
に
改
め
る
。

▽
松
之
山
町
監
査
委
員
の
選
任
。

〇
六
月
九
日
任
期
満
了
の
監
査
委
員

　
和
久
井
正
氏
（
水
梨
）
再
任
さ
，
れ

　
る
。
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翻
一
般
会
計
補
正
予
算

三
、

〇
七
一
万
一
千
円
追
加

　
昭
和
五
十
八
年
度
第
四
回
町
議
会

定
例
会
が
六
月
二
十
七
日
開
か
れ
、

十
七
議
案
を
審
議
し
原
案
通
り
可
決

し
ま
し
た
。

　
経
済
事
情
の
急
激
な
変
動
に
よ
り

著
し
く
財
源
が
不
足
す
る
等
の
場
合

に
そ
な
え
「
町
債
管
理
基
金
」
を
設

置
す
る
こ
と
に
な
り
本
年
度
予
算
で

一
千
万
円
積
立
て
さ
れ
ま
す
。

　
町
の
会
計
事
務
の
合
理
化
を
図
る

た
め
指
定
金
融
機
関
と
し
て
．
「
第
四

銀
行
」
を
指
定
し
ま
し
た
。

　
五
十
七
年
度
の
国
保
会
計
の
補
正

予
算
で
直
診
松
之
山
診
療
所
勘
定
予

算
が
赤
字
に
な
っ
た
た
め
、
国
保
会

計
か
ら
松
之
山
診
療
所
勘
定
へ
八
百

万
円
繰
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
五
十
八
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予

算
で
干
害
対
策
と
し
て
揚
水
ポ
ン
プ

十
五
台
が
購
入
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

水
梨
青
年
会
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

金
二
百
万
円
な
ど
約
三
千
万
円
が
追

加
さ
れ
ま
し
た
。

　
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
リ
フ
ト
建

設
工
事
が
一
億
五
千
八
百
万
円
で
㈱

日
本
ケ
ー
ブ
ル
が
請
負
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
町
の
特
産
品
の
開
発

や
工
場
誘
致
問
題
に
つ
い
て
四
議
員

が
町
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

議会6月定例会

補
正
予
算

主
な
使
い
み
ち

総
務
費

○
庁
用
自
動
車
更
新
　
二
三
〇
万
円

○
積
立
金
　
　
　
一
、
二
〇
〇
万
円

（
鋸
灘
基
金
、
、
コ
。
。
。
。
朋
朋
）

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
（
水
梨
青

　
年
会
）
　
　
　
　
　
二
〇
〇
万
円

○
県
立
上
越
科
学
館
建
設
用
地
費
寄

　
附
金
　
　
　
　
　
　
　
三
二
万
円

民
生
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

○
産
休
代
替
保
母
賃
金
　
二
九
万
円

○
臨
時
職
員
退
職
報
償
金
三
八
万
円

○
松
之
山
保
育
所
ブ
ロ
ッ
ク
積
工
事

　
請
負
費
　
　
　
　
　
　
八
O
万
円

○
老
人
医
療
・
老
人
保
健
事
務
委
託

　
料
　
　
　
　
　
　
　
二
六
万
円

○
老
人
憩
の
家
火
災
報
知
器
点
検
委

託
料
　
　
　
　
　
　
　
三
万
円

農
林
水
産
業
費

○
干
害
対
策
、
揚
水
ポ
ン
プ
十
五
台

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
万
円

○
自
然
休
養
村
工
事
請
負
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
〇
万
円

（
道
路
法
面
種
子
吹
付
・
直
売
所
水

　
道
工
事
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
脇
ブ
ロ

　
ッ
ク
積
）

○
広
域
基
幹
林
道
負
担
金
七
〇
万
円

○
造
林
地
保
育
対
策
事
業
賃
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
万
円

○
林
構
委
託
料
　
　
　
三
二
一
万
円

（
保
全
林
巡
視
、
町
有
林
保
育
）

○
ふ
る
里
の
森
事
業
基
金
繰
出

　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
二
〇
〇
万
円

○
林
道
上
蝦
池
線
舗
装
一
〇
〇
万
円

○
林
道
野
々
海
天
水
越
線
修
繕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
万
円

○
特
定
分
収
林
事
業
観
光
農
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
五
万
円

（
賃
金
、
肥
料
、
会
員
接
遇
等
）

○
特
定
分
収
林
事
業
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
〇
万
円

（
ふ
る
里
の
森
保
育
、
薬
草
植
栽
）

○
団
体
営
か
ん
ぱ
い
事
業
立
木
補
償

　
費
　
　
　
　
　
　
　
五
五
万
円

○
新
田
地
区
農
道
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
七
八
八
万
円

（
工
事
請
負
費
、
用
地
購
入
、
立
木
、

　
土
取
場
、
補
償
費
、
測
量
委
託
料
等
）

商
工
費

○
新
潟
博
町
旗
掲
揚
参
加
料
　
六
万
円

○
ス
キ
ー
場
ゲ
レ
ン
デ
造
成
建
設
機

　
械
借
上
料
　
　
　
　
五
〇
〇
万
円

○
ス
キ
ー
場
鳥
か
ん
図
作
成
七
万
円

土
木
費

○
道
路
維
持
建
設
機
械
借
上
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
万
円

○
道
路
修
繕
冬
仙
線
外
五
路
線
工
事

　
請
負
費
　
　
　
　
　
二
四
八
万
円

○
部
落
道
生
コ
ン
舗
装
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
万
円

○
交
通
安
全
施
設
工
事
　
二
六
万
円

○
栗
の
木
橋
架
か
え
合
併
施
工
工
事

　
委
託
料
　
　
　
三
、
O
O
O
万
円

○
道
路
改
良
物
件
補
償
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
四
万
円

教
育
費

○
職
員
（
用
務
員
）
一
名
分
給
料
、

　
手
当
、
共
済
費
　
　
二
〇
六
万
円

○
浦
田
小
電
力
供
給
容
量
変
更
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二
万
円

○
松
里
小
プ
ー
ル
補
修
　
二
六
万
円

○
松
之
山
中
玄
関
庇
補
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八
万
円

○
中
学
給
食
従
事
員
退
職
報
償
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四
万
円

○
葛
飾
区
子
ど
も
会
交
歓
会
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
万
円

○
社
会
教
育
の
保
健
体
育
振
興
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
万
円

○
町
民
グ
ラ
ン
ド
排
水
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
〇
万
円

災
害
復
旧
費

○
町
道
災
害
復
旧
、
崩
田
・
田
麦
立

　
線
外
二
路
線
　
　
一
、
〇
三
五
万
円

○
農
地
農
業
用
施
設
災
害
応
急
対
策

（
曽
根
農
免
）
　
　
　
　
四
三
万
円

○
林
道
野
々
海
天
水
越
線
災
害
復
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
万
円
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圃水
稲
は
、

く
、
播
種
、

農
業
共
済
決
算
報
告

　
　
　
総
事
業
費
三
、
五

ら
十
日
位
早
ま
り

で
茎
数
も
早
期
に
確
保
出
来
、

指
数
も
一
〇
七
％
と
大
変
良
好
な
作

積
雪
が
例
年
に
な
く
少

田
植
え
と
も
一
週
間
か

　
　
、
そ
の
後
も
良
好

　
　
　
　
　
　
　
作
況

　
　
　
　
　
　
一
七
万
円

柄
と
な
り
ま
し
た
。

　
七
月
下
旬
か
ら
八
月
上
旬
に
か
け

て
低
温
期
が
あ
り
、
標
高
五
〇
〇
メ

ー
ト
ル
以
上
に
一
部
冷
害
が
発
生
し

三
割
以
上
の
被
害
面
積
が
六
・
四
八

ヘ
タ
タ
ー
ル
で
一
三
六
万
円
支
払
わ

れ
ま
し
た
。

　
蚕
繭
は
事
故
が
な
く
、
家
畜
は
平

年
並
の
事
故
で
し
た
。

　
昭
和
五
十
七
年
度
共
済
事
業
の
決

算
額
は
三
、
五
一
七
万
一
、
五
四
〇
円
で

剰
余
金
三
八
九
万
七
、
六
一
八
円
を
特

別
積
立
し
ま
し
た
。

▽
農
作
物
共
済

加
入
者

引
受
面
積

共
済
掛
金

○
被
害
戸
数

被
害
面
積

　
　
　
一
、
〇
七
七
人

　
六
六
、
二
五
九
a

四
、
七
三
一
、
三
六
六
円

　
　
　
　
　
六
八
戸

　
　
　
　
六
四
八
a

　
支
払
共
済
金
一
、
三
六
七
、
一
三
六
円

▽
蚕
繭
共
済

加
入
者
　
　
　
　
　
　
　
二
人

　
共
済
掛
金
　
　
　
一
二
、
五
五
一
円

o
被
害
（
事
故
）
な
し

▽
家
畜
共
済

　
引
受
頭
数
　
　
　
　
　
三
四
六
頭

　
共
済
掛
金
（
農
家
負
担
額
）

　
　
　
　
　
　
一
、
八
四
九
、
六
六
五
円

○
死
廃
事
故
（
死
二
、
廃
四
）
六
頭

　
支
払
共
済
金
一
、
三
九
一
、
一
七
九
円

　
病
傷
事
故
　
　
　
　
　
一
四
一
件

　
支
払
共
済
金
　
八
三
一
、
一
八
○
円

［
旛
毅
牲

▽
昭
和
五
十
七
年
度
松
之
山
町
一
般

　
会
計
補
正
予
算
（
第
八
回
）

○
八
五
万
六
千
円
を
追
加
し
総
額
二

　
二
億
三
、
六
八
二
万
七
千
円
と
す
る
。

▽
昭
和
五
十
七
年
度
松
之
山
町
国
民

　
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
七
回
）

○
事
業
勘
定
一
九
万
九
千
円
減
額
し

　
総
額
三
億
八
、
一
九
五
万
七
千
円
と

　
す
る
。

○
直
診
松
之
山
診
療
所
勘
定
三
三
万

　
円
追
加
し
総
額
二
億
一
、
五
九
二
万

　
三
千
円
と
す
る
。

▽
昭
和
五
十
七
年
度
松
之
山
町
一
般

　
会
計
予
算
の
繰
越
明
許
費
の
報
告
。

○
農
地
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
費
で

　
一
、
八
八
○
万
五
千
円
を
翌
年
度
へ

　
繰
越
す
。

▽
昭
和
五
十
八
年
度
松
之
山
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
一
回
）

〇
三
、
〇
七
一
万
一
千
円
を
追
加
し
総

　
額
二
三
億
七
、
七
六
〇
万
九
千
円
と

　
す
る
。

▽
昭
和
五
十
八
年
度
松
之
山
町
国
民

　
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
一
回
）

○
事
業
勘
定
一
九
四
万
二
千
円
を
追

　
加
し
総
額
三
億
四
、
九
六
四
万
二
千

　
円
と
す
る
。

○
直
診
松
之
山
診
療
所
勘
定
二
〇
万

　
三
千
円
追
加
し
二
億
○
、
二
七
〇
万

　
六
千
円
と
す
る
。

▽
昭
和
五
十
八
年
度
松
之
山
町
老
人

　
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一

　
回
）

〇
七
四
四
万
一
千
円
追
加
し
総
額
二

　
億
六
、
七
九
九
万
二
千
円
と
す
る
。

▽
松
之
山
町
町
債
管
理
基
金
条
例
の

　
制
定
。

○
町
債
の
償
還
お
よ
び
町
債
の
適
正

　
な
管
理
に
必
要
な
財
源
を
確
保
し

　
将
来
に
わ
た
る
財
政
の
健
全
な
運

　
営
に
資
す
る
た
め
、
町
債
管
理
基

　
金
を
設
置
す
る
。

▽
松
之
山
町
重
度
心
身
障
害
者
医
療

　
費
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
。

〇
六
十
五
歳
以
上
で
も
重
度
心
身
障

　
害
者
は
医
療
費
の
助
成
を
六
十
四

　
歳
前
同
様
受
け
ら
れ
る
。

▽
松
之
山
町
特
別
職
で
非
常
勤
者
の

　
報
酬
お
よ
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

　
条
例
の
一
部
改
正
。

o
選
挙
長
、
投
票
管
理
者
、
開
票
管

　
理
者
の
報
酬
五
、
六
〇
〇
円
を
六
、

　
五
〇
〇
円
に
引
き
上
げ
る
。

○
投
票
立
会
人
、
開
票
立
会
人
、
選

　
挙
立
会
人
の
報
酬
四
、
五
〇
〇
円
を

　
五
、
一
〇
〇
円
に
引
き
上
げ
る
。

▽
松
之
山
町
過
疎
地
域
振
興
計
画
の

　
変
更
。

○
昭
和
五
十
九
年
度
ま
で
の
過
疎
地

　
域
振
興
計
画
に
新
た
に
次
の
事
業

　
を
付
け
加
え
る
。

○
道
路
・
鴨
田
線
改
良
、
地
付
線
舗

　
装
。

○
橋
り
ょ
う
・
栗
の
木
橋
架
か
え
。
・

○
農
道
・
新
田
（
改
良
舗
装
）
、
藤
原

農
道
整
備
。

○
林
道
・
上
蝦
池
線
舗
装
。

○
へ
き
地
教
員
宿
舎
木
造
二
階
建
。

o
西
之
前
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
。

0
基
盤
整
備
・
曽
根
、
カ
ッ
パ
平
。

○
林
業
事
業
・
栽
培
地
造
成
。

○
観
光
事
業
、
兎
口
温
泉
一
号
井
改

修
。

▽
字
の
変
更
。

○
川
手
地
区
の
土
地
改
良
の
換
地
処

　
分
に
よ
る
字
の
変
更
。

▽
工
事
請
負
契
約
の
締
結
。

○
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
建
設
工
事

　
請
負
額
・
一
億
五
、
八
○
○
万
円

　
請
負
者
・
日
本
ケ
ー
ブ
ル
㈱

▽
町
道
路
線
の
認
定
が
え
。

○
音
沢
線
（
天
水
越
）
廃
止
。

○
東
川
藤
倉
天
水
越
線
、
道
路
改
良

　
に
よ
り
認
定
が
え
。

▽
松
之
山
町
営
土
地
改
良
事
業
の
施

　
行
。

○
狐
塚
地
区
ホ
場
整
備
九
・
八
ヘ
ク

　
タ
ー
ル
、
全
体
事
業
費
一
億
八
、
四

　
九
〇
万
円
、
事
業
の
実
施
年
度
昭

　
和
五
十
八
年
か
ら
五
年
間
。

○
新
田
地
区
農
道
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

　
事
業
費
一
、
八
○
○
万
円
、
一
年
間
。

○
曽
根
地
区
ホ
場
整
備
二
ヘ
ク
タ
ー

　
ル
、
農
道
三
六
〇
メ
ー
ト
ル
、
事

　
業
費
二
、
四
〇
〇
万
円
、
二
年
間
。

▽
松
之
山
町
金
融
機
関
の
指
定
。

○
会
計
事
務
の
合
理
化
を
図
る
た
め
、

「
第
四
銀
行
」
を
指
定
す
る
。

▽
新
潟
県
町
村
人
事
事
務
組
合
を
組

　
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減

　
少
お
よ
び
規
約
の
変
更
。

○
阿
賀
野
川
右
岸
水
防
事
務
組
合
を

・
削
る
。

▽
上
越
地
区
広
域
視
聴
覚
教
育
協
議

　
会
の
規
約
変
更
。

○
事
務
所
の
住
所
「
上
越
市
大
手
町

　
五
番
四
〇
号
」
・
を
「
上
越
市
本
城

　
町
五
番
三
号
」
に
改
め
る
。

▽
松
之
山
町
監
査
委
員
の
選
任
。

〇
六
月
九
日
任
期
満
了
の
監
査
委
員

　
和
久
井
正
氏
（
水
梨
）
再
任
さ
，
れ

　
る
。



ー
①
濡
ー

昭和58年7月10日　lll“1””””””“1”““1“”1”””Illl”II”II”IIII””lllll”lll”””1””ll”””””IIII”””1””1”1”1””””III”1”1””1“II”lll”1”1””1“””IIllll【6】

相沢遣雄議員

▽
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
を
老
人
憩

の
家
の
前
に
設
置
し
て
ほ
し
い
。

o
最
近
老
人
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
ゲ
ー

　
ト
ボ
ー
ル
が
普
及
し
て
い
る
が
、

　松之山

町
に
は
そ
の
コ
ー
ト
が
な

　
い
の
で
松
里
の
老
人
憩
の
家
附
近

　
に
コ
ー
ト
を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

▽
雨
水
の
流
末
処
理
に
つ
い
て

○
最
近
道
路
の
舗
装
整
備
が
す
す
み

　
雨
水
の
流
れ
が
早
く
な
り
豪
雨
と

　
も
な
れ
ば
測
溝
が
あ
ふ
れ
る
た
め

　
部
落
単
独
で
流
末
処
理
工
事
を
や

　
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
こ
れ
に

　対し

て
町
は
．
助
成
金
を
出
し
て
は

ど
う
か
。

佐藤利幸議員

▽
特
産
品
の
開
発
と
そ
の
育
成
に
つ

　
い
て
。

○
町
で
は
今
な
お
人
口
の
流
出
が
続

　
い
て
い
る
が
若
年
労
働
者
の
就
業

　
の
場
を
確
保
す
る
た
め
工
場
誘
致

も
大
切
で
あ
る
が
、
名
産
品
特
産

品
を
生
み
出
し
、
産
業
の
振
興
を

図
っ
て
雇
用
の
場
を
つ
く
る
こ
と

も
必
要
で
は
な
い
か
。

　
町
民
か
ら
知
恵
と
創
造
力
を
発

揮
し
た
特
産
品
を
生
み
出
す
呼
び

か
け
と
し
て
町
民
か
ら
ア
イ
デ
ア

を
募
集
し
て
は
ど
う
か
。

　
農
業
祭
に
特
産
品
の
展
示
会
を

行
な
っ
た
ら
ど
う
か
。

高橋英一議員

▽
八
年
間
の
村
山
町
政
に
つ
い
て

○
村
山
町
政
が
発
足
し
て
八
年
に
な

　
る
が
次
の
項
目
に
つ
い
て
町
長
の

　
考
え
を
伺
い
た
い
。

　
ω
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
町
財
政

　
　
に
つ
い
て

　ω町

民
税
、
固
定
資
産
税
、
保
育

　
料
な
ど
の
公
共
料
金
の
値
上
り

　
　
に
つ
い
て

㈹
教
育
費
と
教
員
住
宅
お
よ
び
葛

　
飾
丞
子
供
交
歓
套
に
っ
い
て

㈲
過
疎
化
と
U
タ
ー
ン
に
っ
い
て

⑤
大
厳
寺
高
原
の
開
発
に
つ
い
て

㈲
基
盤
整
備
事
業
（
ホ
場
）
の
農

　
家
負
担
に
つ
い
て

の
農
業
委
員
会
の
要
望
に
つ
い
て

⑧
ス
キ
ー
場
に
つ
い
て

⑨
自
衛
隊
の
募
集
に
つ
い
て

⑩
老
人
、
福
祉
事
業
に
つ
い
て

▽
今
後
の
町
政
に
つ
い
て

①
地
場
産
業
を
真
剣
に
考
え
て
も

　
　
ら
い
た
い
。

⑭
公
共
土
木
事
業
を
促
進
し
て
ほ

　
し
い
。

㈹
観
光
客
に
喜
こ
ば
れ
る
町
の
特

　
産
物
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

請
願
・
陳
情

▽
昭
和
五
十
八
年
産
生
産
者
米
価
に

　
関
す
る
要
望
。

○
松
之
山
町
農
業
委
員
会
長

▽
昭
和
五
十
八
年
米
の
政
府
買
入
価

　
格
な
ら
び
に
自
主
流
通
米
助
成
の

　
増
額
等
に
関
す
る
請
願
。

○
浦
田
・
松
之
山
町
両
農
協
。

※
二
件
と
も
採
択
さ
れ
国
な
ど
関
係

機
関
へ
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と

　
に
な
り
ま
し
た
。

○
昭
和
五
十
八
年
産
米
の
政
府
買
入

価
格
を
六
〇
キ
ロ
当
り
一
万
八
、
六

　
七
六
円
に
（
五
・
六
三
％
ア
ッ
プ
）

　引き

上
げ
て
ほ
し
い
。

自
主
流
通
釆
の
良
質
米
奨
励
金
を

増
額
す
る
と
と
も
に
、
流
通
促
進

奨
励
金
を
昭
和
五
十
六
年
同
様
ル

　
ー
ル
で
決
定
し
て
ほ
し
い
。

3
月
定
例
議
会

　
　
　
　
　
　
一
般
質
問
者

▽▽▽
竹高保

内橋坂

平英武
八

郎一雄

議議議

員員員

6
月
に
あ
つ
た
行
事

▽▽▽▽▽▽
関樋佐相田高

谷口藤沢辺橋

　真利善尚平
　　　　　八
勲一幸一二郎

議議議議議議

員員員員員員

21
日

田辺尚二議員

▽
農
道
・
部
落
道
の
舗
装
工
事
の
補

　
助
を
拡
大
し
て
ほ
し
い
。

▽
耕
作
を
休
ま
な
い
町
単
の
田
な
ら

　
し
事
業
に
も
補
助
金
を
出
し
て
ほ

　
し
い
。

▽
冷
害
干
害
対
策
と
し
て
、
た
め
池
、

　
水
路
、
ポ
ン
プ
な
ど
の
整
備
を
積

　
極
的
に
や
っ
て
ほ
し
い
。

▽
浦
田
の
湯
田
に
出
て
い
る
冷
泉
を

　
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

▽
工
場
誘
致
を
前
む
き
に
と
り
く
ん

　
で
ほ
し
い
。

▽
豪
雪
時
の
道
路
除
雪
を
さ
ら
に
進

　
め
、
の
き
下
の
除
雪
に
つ
い
て
も

　
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

▽
秋
に
は
町
長
、
町
議
選
が
行
な
わ

　
れ
る
が
、
悪
質
な
選
挙
違
反
を
出

　
さ
な
い
よ
う
に
P
R
し
て
ほ
し
い
。

▽
町
内
の
河
川
が
荒
れ
て
い
る
の
で

　
改
修
工
事
を
し
て
ほ
し
い
。

▽
町
職
員
採
用
は
明
朗
な
手
順
で
行

　
な
っ
て
ほ
し
い
。

20181711108321日日日日日日日日日

ス
キ
ー
連
盟
総
会

選
挙
管
理
委
員
会

参
議
院
議
員
選
挙
公
示

議
会
産
業
委
員
会

出
稼
者
共
助
会

母
子
福
祉
会

ブ
ロ
ン
ズ
像
除
幕
式

議
会
総
民
委
員
会

共
済
婦
人
講
座

28　27　26　23　22
日　日　日　日　日

3029
ヨ　日

交
通
安
全
代
議
員
会

高
血
圧
教
室
（
布
川
地
区

二
十
三
日
ま
で
）

郡
中
学
バ
レ
ー
大
会

選
挙
管
理
委
員
会

参
院
選
挙

定
例
議
会
二
十
八
日
ま
で

献
血
（
高
校
一
四
六
人
）

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
（
小
谷
・
松
里
）

農
業
委
員
会
総
会
・

晃
生
委
員
協
議
会
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夏
休
み
の
非
行
を
防
ぐ

　
　
　
　
　
　
五
つ
の
“
ケ
ジ
メ
”

1
〈
時
　
間
〉

約
束
し
た
時
間
を

　
　
守
ら
せ
ま
し
よ
う

　
朝
寝
、
夜
ふ
か
し
、
テ
レ
ビ
を
見

る
時
間
が
長
く
な
る
な
ど
、
休
み
に

入
っ
た
安
心
感
か
ら
子
供
は
時
間
の

ケ
ジ
メ
を
忘
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
夏
休
み
は
、
遊
び
に
行
っ
て

も
帰
宅
が
遅
れ
が
ち
で
す
。
門
限
を

決
め
て
、
キ
チ
ン
と
守
ら
せ
る
よ
う

に
し
ま
し
よ
う
。

　
学
校
を
離
れ
て
の
ん
び
り
過
ご
す

の
も
夏
休
み
な
ら
で
は
の
楽
し
み
で

す
が
、
前
も
っ
て
約
束
し
た
時
間
に

は
読
書
や
家
事
の
手
伝
い
な
ど
、
決

め
ら
れ
た
こ
と
を
行
う
よ
う
に
し
た

い
も
の
で
す
。

2　　
〈
友
達
づ
き
あ
い
〉

　
「
ノ
ー
」
と
言
え
る

　
強
さ
を
持
た
せ
ま
し
ょ
う

　
夏
休
み
に
、
海
や
山
へ
飛
び
出
す
子
供
た
ち
の
顔

は
、
ど
れ
も
生
き
生
き
と
輝
い
て
見
え
ま
す
。

　
し
か
し
そ
の
一
万
、
子
供
た
ち
が
非
行
に
走
り
や

す
い
の
も
こ
の
季
節
。
非
行
に
走
る
か
走
ら
な
い
か

は
、
夏
休
み
の
家
庭
生
活
を
ど
う
過
ご
し
た
か
に
よ

っ
て
、
大
き
く
変
わ
つ
て
く
る
よ
う
で
す
。

　
こ
こ
で
は
、
欲
望
や
誘
惑
に
負
け
な
い
強
い
子
供

に
す
る
た
め
に
、
親
子
で
心
掛
け
た
い
夏
休
み
の
過

ご
し
万
を
五
つ
の
ボ
イ
ン
ト
に
分
け
て
考
え
て
み
る

こ
と
に
し
ま
す
。

「
1
1
ー
ー

一

脚
粛罐

一
酬

　　図
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　一　皿　　　皿　　　『　　

3　　
〈
計
画
性
〉

　
夏
休
み
な
ら
で
は
の

　
目
標
を
持
た
せ
ま
し
ょ
う

4　　
〈
お
　
金
〉

　
計
画
的
な
使
い
万
を

　
身
に
つ
け
さ
せ
ま
し
ょ
う

　
夏
休
み
に
な
る
と
、
子
供
は
外
へ

遊
び
に
行
く
機
会
が
増
え
、
お
金
を

使
う
こ
と
も
多
く
な
り
ま
す
。
無
駄

遣
い
の
習
慣
が
身
に
つ
か
な
い
よ
う

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
子
供
に
お
金
の
合
理
的
・
計
画
的

な
使
い
方
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め

に
は
、
例
え
ば
、
毎
月
決
ま
っ
た
額

の
小
遣
い
を
与
え
る
の
も
一
つ
の
方

法
で
す
。
一
定
の
金
額
の
中
で
や
り

く
り
で
き
る
基
本
的
な
習
慣
を
養
っ

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　
子
供
に
は
、
イ
ヤ
な
こ
と
や
悪
い

こ
と
に
ハ
ッ
キ
リ
“
ノ
ー
”
と
言
え

る
強
さ
を
持
た
せ
た
い
も
の
で
す
。

悪
い
こ
と
を
許
し
合
っ
た
り
、
い
つ

で
も
行
動
を
共
に
す
る
こ
と
が
本
当

の
友
達
づ
き
あ
い
で
な
い
こ
と
を
子

供
に
教
え
ま
し
よ
う
。

　
ま
た
、
夏
休
み
の
解
放
感
は
、
や

や
も
す
る
と
子
供
を
夜
遊
び
、
盛
り

場
、
不
良
交
友
、
外
泊
な
ど
へ
と
駆

り
立
て
ま
す
。
親
は
頭
ご
な
し
に
怒

鳴
る
前
に
、
そ
れ
が
ど
う
し
て
悪
い

の
か
、
子
供
と
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て

考
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

5　　
〈
健
康
・
安
全
〉

　
健
康
の
あ
り
が
た
さ
を

　
　
　
理
解
さ
せ
ま
し
ょ
う

　
夏
休
み
は
、
子
供
が
時
間
や
物
事

の
計
画
性
を
養
う
絶
好
の
機
会
で
す
。

前
も
っ
て
夏
休
み
中
の
計
画
表
を
作

ら
せ
、
そ
れ
を
キ
チ
ン
と
実
行
さ
せ

る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

　
ま
た
、
不
得
手
な
科
目
を
徹
底
的

に
勉
強
す
る
と
か
、
趣
味
で
も
学
習

で
も
興
味
の
あ
る
も
の
を
さ
ら
に
研

究
す
る
と
い
っ
た
、
夏
休
み
な
ら
で

は
の
目
標
を
持
た
せ
、
子
供
が
最
後

ま
で
や
り
遂
げ
る
よ
う
、
応
援
し
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　
喫
煙
、
飲
酒
、
シ
ン
ナ
ー
遊
び
な

ど
は
、
青
少
年
の
健
康
な
心
身
を
確

実
に
む
し
ば
み
ま
す
。
子
供
に
は
、

日
ご
ろ
か
ら
健
康
の
大
切
さ
を
話
し

て
聞
か
せ
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
興
味

を
持
た
せ
た
い
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
自
転
車
の
二
人
乗
り
や
ク

ル
マ
や
バ
イ
ク
の
無
免
許
運
転
な
ど
、

交
通
事
故
に
結
び
付
く
行
為
が
増
え

る
の
も
こ
の
季
節
で
す
。
事
故
に
遭

っ
て
か
ら
で
は
遅
い
こ
と
を
、
子
供

に
よ
く
話
し
て
き
か
せ
ま
し
ょ
う
。
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相沢遣雄議員

▽
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
を
老
人
憩

の
家
の
前
に
設
置
し
て
ほ
し
い
。

o
最
近
老
人
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
ゲ
ー

　
ト
ボ
ー
ル
が
普
及
し
て
い
る
が
、

　松之山

町
に
は
そ
の
コ
ー
ト
が
な

　
い
の
で
松
里
の
老
人
憩
の
家
附
近

　
に
コ
ー
ト
を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

▽
雨
水
の
流
末
処
理
に
つ
い
て

○
最
近
道
路
の
舗
装
整
備
が
す
す
み

　
雨
水
の
流
れ
が
早
く
な
り
豪
雨
と

　
も
な
れ
ば
測
溝
が
あ
ふ
れ
る
た
め

　
部
落
単
独
で
流
末
処
理
工
事
を
や

　
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
こ
れ
に

　対し

て
町
は
．
助
成
金
を
出
し
て
は

ど
う
か
。

佐藤利幸議員

▽
特
産
品
の
開
発
と
そ
の
育
成
に
つ

　
い
て
。

○
町
で
は
今
な
お
人
口
の
流
出
が
続

　
い
て
い
る
が
若
年
労
働
者
の
就
業

　
の
場
を
確
保
す
る
た
め
工
場
誘
致

も
大
切
で
あ
る
が
、
名
産
品
特
産

品
を
生
み
出
し
、
産
業
の
振
興
を

図
っ
て
雇
用
の
場
を
つ
く
る
こ
と

も
必
要
で
は
な
い
か
。

　
町
民
か
ら
知
恵
と
創
造
力
を
発

揮
し
た
特
産
品
を
生
み
出
す
呼
び

か
け
と
し
て
町
民
か
ら
ア
イ
デ
ア

を
募
集
し
て
は
ど
う
か
。

　
農
業
祭
に
特
産
品
の
展
示
会
を

行
な
っ
た
ら
ど
う
か
。

高橋英一議員

▽
八
年
間
の
村
山
町
政
に
つ
い
て

○
村
山
町
政
が
発
足
し
て
八
年
に
な

　
る
が
次
の
項
目
に
つ
い
て
町
長
の

　
考
え
を
伺
い
た
い
。

　
ω
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
町
財
政

　
　
に
つ
い
て

　ω町

民
税
、
固
定
資
産
税
、
保
育

　
料
な
ど
の
公
共
料
金
の
値
上
り

　
　
に
つ
い
て

㈹
教
育
費
と
教
員
住
宅
お
よ
び
葛

　
飾
丞
子
供
交
歓
套
に
っ
い
て

㈲
過
疎
化
と
U
タ
ー
ン
に
っ
い
て

⑤
大
厳
寺
高
原
の
開
発
に
つ
い
て

㈲
基
盤
整
備
事
業
（
ホ
場
）
の
農

　
家
負
担
に
つ
い
て

の
農
業
委
員
会
の
要
望
に
つ
い
て

⑧
ス
キ
ー
場
に
つ
い
て

⑨
自
衛
隊
の
募
集
に
つ
い
て

⑩
老
人
、
福
祉
事
業
に
つ
い
て

▽
今
後
の
町
政
に
つ
い
て

①
地
場
産
業
を
真
剣
に
考
え
て
も

　
　
ら
い
た
い
。

⑭
公
共
土
木
事
業
を
促
進
し
て
ほ

　
し
い
。

㈹
観
光
客
に
喜
こ
ば
れ
る
町
の
特

　
産
物
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

請
願
・
陳
情

▽
昭
和
五
十
八
年
産
生
産
者
米
価
に

　
関
す
る
要
望
。

○
松
之
山
町
農
業
委
員
会
長

▽
昭
和
五
十
八
年
米
の
政
府
買
入
価

　
格
な
ら
び
に
自
主
流
通
米
助
成
の

　
増
額
等
に
関
す
る
請
願
。

○
浦
田
・
松
之
山
町
両
農
協
。

※
二
件
と
も
採
択
さ
れ
国
な
ど
関
係

機
関
へ
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と

　
に
な
り
ま
し
た
。

○
昭
和
五
十
八
年
産
米
の
政
府
買
入

価
格
を
六
〇
キ
ロ
当
り
一
万
八
、
六

　
七
六
円
に
（
五
・
六
三
％
ア
ッ
プ
）

　引き

上
げ
て
ほ
し
い
。

自
主
流
通
釆
の
良
質
米
奨
励
金
を

増
額
す
る
と
と
も
に
、
流
通
促
進

奨
励
金
を
昭
和
五
十
六
年
同
様
ル

　
ー
ル
で
決
定
し
て
ほ
し
い
。

3
月
定
例
議
会

　
　
　
　
　
　
一
般
質
問
者

▽▽▽
竹高保

内橋坂

平英武
八

郎一雄

議議議

員員員

6
月
に
あ
つ
た
行
事

▽▽▽▽▽▽
関樋佐相田高

谷口藤沢辺橋

　真利善尚平
　　　　　八
勲一幸一二郎

議議議議議議

員員員員員員

21
日

田辺尚二議員

▽
農
道
・
部
落
道
の
舗
装
工
事
の
補

　
助
を
拡
大
し
て
ほ
し
い
。

▽
耕
作
を
休
ま
な
い
町
単
の
田
な
ら

　
し
事
業
に
も
補
助
金
を
出
し
て
ほ

　
し
い
。

▽
冷
害
干
害
対
策
と
し
て
、
た
め
池
、

　
水
路
、
ポ
ン
プ
な
ど
の
整
備
を
積

　
極
的
に
や
っ
て
ほ
し
い
。

▽
浦
田
の
湯
田
に
出
て
い
る
冷
泉
を

　
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

▽
工
場
誘
致
を
前
む
き
に
と
り
く
ん

　
で
ほ
し
い
。

▽
豪
雪
時
の
道
路
除
雪
を
さ
ら
に
進

　
め
、
の
き
下
の
除
雪
に
つ
い
て
も

　
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

▽
秋
に
は
町
長
、
町
議
選
が
行
な
わ

　
れ
る
が
、
悪
質
な
選
挙
違
反
を
出

　
さ
な
い
よ
う
に
P
R
し
て
ほ
し
い
。

▽
町
内
の
河
川
が
荒
れ
て
い
る
の
で

　
改
修
工
事
を
し
て
ほ
し
い
。

▽
町
職
員
採
用
は
明
朗
な
手
順
で
行

　
な
っ
て
ほ
し
い
。

20181711108321日日日日日日日日日

ス
キ
ー
連
盟
総
会

選
挙
管
理
委
員
会

参
議
院
議
員
選
挙
公
示

議
会
産
業
委
員
会

出
稼
者
共
助
会

母
子
福
祉
会

ブ
ロ
ン
ズ
像
除
幕
式

議
会
総
民
委
員
会

共
済
婦
人
講
座

28　27　26　23　22
日　日　日　日　日

3029
ヨ　日

交
通
安
全
代
議
員
会

高
血
圧
教
室
（
布
川
地
区

二
十
三
日
ま
で
）

郡
中
学
バ
レ
ー
大
会

選
挙
管
理
委
員
会

参
院
選
挙

定
例
議
会
二
十
八
日
ま
で

献
血
（
高
校
一
四
六
人
）

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
（
小
谷
・
松
里
）

農
業
委
員
会
総
会
・

晃
生
委
員
協
議
会
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夏
休
み
の
非
行
を
防
ぐ

　
　
　
　
　
　
五
つ
の
“
ケ
ジ
メ
”

1
〈
時
　
間
〉

約
束
し
た
時
間
を

　
　
守
ら
せ
ま
し
よ
う

　
朝
寝
、
夜
ふ
か
し
、
テ
レ
ビ
を
見

る
時
間
が
長
く
な
る
な
ど
、
休
み
に

入
っ
た
安
心
感
か
ら
子
供
は
時
間
の

ケ
ジ
メ
を
忘
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
夏
休
み
は
、
遊
び
に
行
っ
て

も
帰
宅
が
遅
れ
が
ち
で
す
。
門
限
を

決
め
て
、
キ
チ
ン
と
守
ら
せ
る
よ
う

に
し
ま
し
よ
う
。

　
学
校
を
離
れ
て
の
ん
び
り
過
ご
す

の
も
夏
休
み
な
ら
で
は
の
楽
し
み
で

す
が
、
前
も
っ
て
約
束
し
た
時
間
に

は
読
書
や
家
事
の
手
伝
い
な
ど
、
決

め
ら
れ
た
こ
と
を
行
う
よ
う
に
し
た

い
も
の
で
す
。

2　　
〈
友
達
づ
き
あ
い
〉

　
「
ノ
ー
」
と
言
え
る

　
強
さ
を
持
た
せ
ま
し
ょ
う

　
夏
休
み
に
、
海
や
山
へ
飛
び
出
す
子
供
た
ち
の
顔

は
、
ど
れ
も
生
き
生
き
と
輝
い
て
見
え
ま
す
。

　
し
か
し
そ
の
一
万
、
子
供
た
ち
が
非
行
に
走
り
や

す
い
の
も
こ
の
季
節
。
非
行
に
走
る
か
走
ら
な
い
か

は
、
夏
休
み
の
家
庭
生
活
を
ど
う
過
ご
し
た
か
に
よ

っ
て
、
大
き
く
変
わ
つ
て
く
る
よ
う
で
す
。

　
こ
こ
で
は
、
欲
望
や
誘
惑
に
負
け
な
い
強
い
子
供

に
す
る
た
め
に
、
親
子
で
心
掛
け
た
い
夏
休
み
の
過

ご
し
万
を
五
つ
の
ボ
イ
ン
ト
に
分
け
て
考
え
て
み
る

こ
と
に
し
ま
す
。

「
1
1
ー
ー

一

脚
粛罐

一
酬

　　図
1　／／　1
　　　　r　　　　■　　　－　　　／　　／

　一　皿　　　皿　　　『　　

3　　
〈
計
画
性
〉

　
夏
休
み
な
ら
で
は
の

　
目
標
を
持
た
せ
ま
し
ょ
う

4　　
〈
お
　
金
〉

　
計
画
的
な
使
い
万
を

　
身
に
つ
け
さ
せ
ま
し
ょ
う

　
夏
休
み
に
な
る
と
、
子
供
は
外
へ

遊
び
に
行
く
機
会
が
増
え
、
お
金
を

使
う
こ
と
も
多
く
な
り
ま
す
。
無
駄

遣
い
の
習
慣
が
身
に
つ
か
な
い
よ
う

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
子
供
に
お
金
の
合
理
的
・
計
画
的

な
使
い
方
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め

に
は
、
例
え
ば
、
毎
月
決
ま
っ
た
額

の
小
遣
い
を
与
え
る
の
も
一
つ
の
方

法
で
す
。
一
定
の
金
額
の
中
で
や
り

く
り
で
き
る
基
本
的
な
習
慣
を
養
っ

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　
子
供
に
は
、
イ
ヤ
な
こ
と
や
悪
い

こ
と
に
ハ
ッ
キ
リ
“
ノ
ー
”
と
言
え

る
強
さ
を
持
た
せ
た
い
も
の
で
す
。

悪
い
こ
と
を
許
し
合
っ
た
り
、
い
つ

で
も
行
動
を
共
に
す
る
こ
と
が
本
当

の
友
達
づ
き
あ
い
で
な
い
こ
と
を
子

供
に
教
え
ま
し
よ
う
。

　
ま
た
、
夏
休
み
の
解
放
感
は
、
や

や
も
す
る
と
子
供
を
夜
遊
び
、
盛
り

場
、
不
良
交
友
、
外
泊
な
ど
へ
と
駆

り
立
て
ま
す
。
親
は
頭
ご
な
し
に
怒

鳴
る
前
に
、
そ
れ
が
ど
う
し
て
悪
い

の
か
、
子
供
と
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て

考
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

5　　
〈
健
康
・
安
全
〉

　
健
康
の
あ
り
が
た
さ
を

　
　
　
理
解
さ
せ
ま
し
ょ
う

　
夏
休
み
は
、
子
供
が
時
間
や
物
事

の
計
画
性
を
養
う
絶
好
の
機
会
で
す
。

前
も
っ
て
夏
休
み
中
の
計
画
表
を
作

ら
せ
、
そ
れ
を
キ
チ
ン
と
実
行
さ
せ

る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

　
ま
た
、
不
得
手
な
科
目
を
徹
底
的

に
勉
強
す
る
と
か
、
趣
味
で
も
学
習

で
も
興
味
の
あ
る
も
の
を
さ
ら
に
研

究
す
る
と
い
っ
た
、
夏
休
み
な
ら
で

は
の
目
標
を
持
た
せ
、
子
供
が
最
後

ま
で
や
り
遂
げ
る
よ
う
、
応
援
し
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　
喫
煙
、
飲
酒
、
シ
ン
ナ
ー
遊
び
な

ど
は
、
青
少
年
の
健
康
な
心
身
を
確

実
に
む
し
ば
み
ま
す
。
子
供
に
は
、

日
ご
ろ
か
ら
健
康
の
大
切
さ
を
話
し

て
聞
か
せ
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
興
味

を
持
た
せ
た
い
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
自
転
車
の
二
人
乗
り
や
ク

ル
マ
や
バ
イ
ク
の
無
免
許
運
転
な
ど
、

交
通
事
故
に
結
び
付
く
行
為
が
増
え

る
の
も
こ
の
季
節
で
す
。
事
故
に
遭

っ
て
か
ら
で
は
遅
い
こ
と
を
、
子
供

に
よ
く
話
し
て
き
か
せ
ま
し
ょ
う
。
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裸
婦
に
佛
心
を
見
る

　
千
野
茂
先
生
の
傑
作
、
ブ
ロ
ン
ズ

像
“
濯
”
（
き
ら
め
き
）
の
除
幕
が
六

月
十
七
日
不
動
池
の
池
畔
で
行
な
わ

れ
た
。
こ
れ
で
大
厳
寺
高
原
の
観
ど

こ
ろ
が
ま
た
ひ
と
つ
増
え
た
わ
け
で

あ
る
。

　
折
し
も
待
望
の
慈
雨
の
中
、
除
幕

と
同
時
に
像
は
そ
ぽ
降
る
雨
に
た
ち

ま
ち
濡
れ
た
が
、
あ
た
か
も
今
を
盛

り
と
咲
く
花
菖
蒲
の
精
が
池
底
か
ら

立
ち
上
っ
た
よ
う
に
私
に
は
思
わ
れ

た
。
梅
雨
が
明
け
、
真
夏
の
太
陽
が

さ
ん
さ
ん
と
降
る
土
用
、
あ
る
い
は

晩
秋
の
澄
み
き
っ
た
空
の
下
で
は
そ

の
名
の
通
り
き
ら
め
く
ブ
ロ
ン
ズ
で

あ
ろ
う
が
、
濡
れ
髪
の
雨
で
光
る
像

　
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ

も
ま
た
、
そ
れ
な
り
に
風
情
が
あ
る

も
の
で
あ
る
。

　
私
が
こ
の
像
の
好
き
な
の
は
そ
の

顔
で
あ
る
。
ど
こ
か
で
見
か
け
た
顔
、

ど
こ
に
で
も
、
私
達
の
周
囲
に
確
か

に
似
た
人
が
い
る
と
思
わ
れ
る
顔
、

そ
れ
も
そ
の
筈
で
あ
る
。
よ
く
よ
く

見
る
と
そ
れ
は
佛
像
の
顔
に
似
て
い

る
の
で
あ
る
。
作
者
の
平
静
な
心
、

信
仰
心
が
あ
っ
て
初
め
て
出
来
る
顔

で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
千
野
先
生
に
お
聞
き
す
れ
ば
モ
デ

ル
は
芸
大
の
二
十
歳
の
学
生
で
あ
る

と
か
、
し
か
し
先
生
は
い
つ
も
モ
デ

ル
は
週
に
一
、
二
度
し
か
使
わ
な
い

と
か
、
毎
日
モ
デ
ル
を
見
て
い
た
ら

山
　
政
光

　
そ
れ
に
そ
っ
く
り
の
も
の
が
出
来
て

　
し
ま
っ
て
作
者
の
イ
メ
ー
ジ
が
表
現

　
出
来
な
い
も
の
だ
そ
う
で
あ
る
。

　
　
路
傍
の
子
安
観
音
に
そ
れ
と
な
く

　
あ
る
種
の
エ
ロ
チ
シ
ズ
ム
を
感
じ
る

　
こ
と
も
あ
る
し
、
か
の
有
名
な
モ
ナ

　
リ
ザ
の
微
笑
に
も
時
に
は
ろ
う
た
け

　
た
娼
婦
の
意
味
深
の
う
す
笑
い
を
覚

　
え
る
の
は
、
あ
な
が
ち
私
だ
け
で
は

　
な
い
と
思
う
が
、
裸
婦
に
佛
心
を
見

　
る
と
い
う
こ
と
は
私
に
と
っ
て
初
め

　
て
の
体
験
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
近
頃

　
に
な
く
心
休
ま
る
嬉
し
い
こ
と
で
あ

　
っ
た
。

緑に映えるブロンズ像

にブ回ンズ像

　　　きらめき千野茂氏作の「耀」

ブ
ロ
ン
ズ
像
の
作
者
千
野
先
生

千野先生迎え除幕

　
六
月
十
七
日
大
厳
寺
高
原
に
国
画

会
会
員
千
野
茂
さ
ん
（
東
京
）
の
作

品
「
耀
（
き
ら
め
き
）
」
の
ブ
ロ
ン
ズ

像
の
除
幕
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
像
は
若
い
女
性
を
モ
デ
ル
に

し
た
も
の
で
高
さ
一
、
六
六
メ
ー
ト
ル

の
等
身
大
で
す
。

　
㈱
高
橋
組
が
創
立
二
十
周
年
を
記

念
し
て
町
に
寄
贈
し
た
も
の
で
高
橋

組
社
長
、
町
長
、
千
野
氏
夫
妻
ら
に

よ
っ
て
除
幕
さ
れ
ま
し
た
。

　
希
望
館
入
口
、
不
動
池
の
ほ
と
り

に
こ
の
美
し
い
ブ
ロ
ン
ズ
像
が
ひ
っ

そ
り
と
建
っ
て
い
ま
す
。
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そなえ

与防1日

災害

松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場

　
　
　
　
　
リ
ー
フ
を
つ
く
り
宣
伝
開
始

　
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
の
ゲ
レ
ン

デ
整
備
と
リ
フ
ト
架
設
工
事
が
順
調

に
進
み
十
二
月
上
旬
オ
ー
プ
ン
の
予

定
と
な
り
ま
し
た
の
で
八
十
万
円
の

経
費
で
三
万
部
の
宣
伝
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　
六
月
十
八
日
町
民
グ
ラ
ン
ド
に
お

　
て
消
防
の
一
日
訓
練
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

　
町
民
の
生
命
、
財
産
を
守
っ
て
く

れ
る
消
防
団
約
四
百
名
が
新
入
団
員
、

ラ
ッ
パ
隊
員
、
ポ
ン
プ
隊
員
、
一
般

団
員
に
分
か
れ
て
災
害
に
そ
な
え
団

員
の
規
律
と
消
火
活
動
の
訓
練
を
幹

部
団
員
と
分
遣
所
職
員
に
よ
っ
て
指

導
さ
れ
、
最
後
に
上
越
消
防
大
会
に

出
場
す
る
布
川
（
五
分
団
）
の
小
型

ポ
ン
プ
操
法
が
被
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
町
の
消
防
大
会
は
あ
り
ま

せ
ん
が
七
月
十
日
兎
口
、
大
荒
戸
、

天
水
島
、
北
浦
田
、
東
山
の
五
地
区

で
想
定
演
習
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
温
泉
旅
館
や
県
内
お
よ
び

関
東
方
面
の
ス
キ
i
関
係
者
、
観
光

セ
ン
タ
ー
な
ど
に
配
布
さ
れ
本
格
的

に
冬
の
観
光
誘
客
の
宣
伝
に
の
り
だ

し
ま
し
た
。

NHK
7
月
・
8
月
は

飲
料
水
の
不
足
す
る

月
で
す
。

水
を
大
切
に
〃

≦　
　
　
粂

幅

六
月
に
ス
ス
キ
の
花
穂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
異
常
気
象
力

く
気
温
も
低
め
で
秋
の
気
候
に
似
て

い
る
た
め
こ
の
ス
ス
キ
の
穂
が
出
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
　
冷
害
に
な

ら
な
け
れ
ば
い
い
が
と
心
配
し
て
い

ま
す
。
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裸
婦
に
佛
心
を
見
る

　
千
野
茂
先
生
の
傑
作
、
ブ
ロ
ン
ズ

像
“
濯
”
（
き
ら
め
き
）
の
除
幕
が
六

月
十
七
日
不
動
池
の
池
畔
で
行
な
わ

れ
た
。
こ
れ
で
大
厳
寺
高
原
の
観
ど

こ
ろ
が
ま
た
ひ
と
つ
増
え
た
わ
け
で

あ
る
。

　
折
し
も
待
望
の
慈
雨
の
中
、
除
幕

と
同
時
に
像
は
そ
ぽ
降
る
雨
に
た
ち

ま
ち
濡
れ
た
が
、
あ
た
か
も
今
を
盛

り
と
咲
く
花
菖
蒲
の
精
が
池
底
か
ら

立
ち
上
っ
た
よ
う
に
私
に
は
思
わ
れ

た
。
梅
雨
が
明
け
、
真
夏
の
太
陽
が

さ
ん
さ
ん
と
降
る
土
用
、
あ
る
い
は

晩
秋
の
澄
み
き
っ
た
空
の
下
で
は
そ

の
名
の
通
り
き
ら
め
く
ブ
ロ
ン
ズ
で

あ
ろ
う
が
、
濡
れ
髪
の
雨
で
光
る
像

　
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ

も
ま
た
、
そ
れ
な
り
に
風
情
が
あ
る

も
の
で
あ
る
。

　
私
が
こ
の
像
の
好
き
な
の
は
そ
の

顔
で
あ
る
。
ど
こ
か
で
見
か
け
た
顔
、

ど
こ
に
で
も
、
私
達
の
周
囲
に
確
か

に
似
た
人
が
い
る
と
思
わ
れ
る
顔
、

そ
れ
も
そ
の
筈
で
あ
る
。
よ
く
よ
く

見
る
と
そ
れ
は
佛
像
の
顔
に
似
て
い

る
の
で
あ
る
。
作
者
の
平
静
な
心
、

信
仰
心
が
あ
っ
て
初
め
て
出
来
る
顔

で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
千
野
先
生
に
お
聞
き
す
れ
ば
モ
デ

ル
は
芸
大
の
二
十
歳
の
学
生
で
あ
る

と
か
、
し
か
し
先
生
は
い
つ
も
モ
デ

ル
は
週
に
一
、
二
度
し
か
使
わ
な
い

と
か
、
毎
日
モ
デ
ル
を
見
て
い
た
ら

山
　
政
光

　
そ
れ
に
そ
っ
く
り
の
も
の
が
出
来
て

　
し
ま
っ
て
作
者
の
イ
メ
ー
ジ
が
表
現

　
出
来
な
い
も
の
だ
そ
う
で
あ
る
。

　
　
路
傍
の
子
安
観
音
に
そ
れ
と
な
く

　
あ
る
種
の
エ
ロ
チ
シ
ズ
ム
を
感
じ
る

　
こ
と
も
あ
る
し
、
か
の
有
名
な
モ
ナ

　
リ
ザ
の
微
笑
に
も
時
に
は
ろ
う
た
け

　
た
娼
婦
の
意
味
深
の
う
す
笑
い
を
覚

　
え
る
の
は
、
あ
な
が
ち
私
だ
け
で
は

　
な
い
と
思
う
が
、
裸
婦
に
佛
心
を
見

　
る
と
い
う
こ
と
は
私
に
と
っ
て
初
め

　
て
の
体
験
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
近
頃

　
に
な
く
心
休
ま
る
嬉
し
い
こ
と
で
あ

　
っ
た
。

緑に映えるブロンズ像

にブ回ンズ像

　　　きらめき千野茂氏作の「耀」

ブ
ロ
ン
ズ
像
の
作
者
千
野
先
生

千野先生迎え除幕

　
六
月
十
七
日
大
厳
寺
高
原
に
国
画

会
会
員
千
野
茂
さ
ん
（
東
京
）
の
作

品
「
耀
（
き
ら
め
き
）
」
の
ブ
ロ
ン
ズ

像
の
除
幕
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
像
は
若
い
女
性
を
モ
デ
ル
に

し
た
も
の
で
高
さ
一
、
六
六
メ
ー
ト
ル

の
等
身
大
で
す
。

　
㈱
高
橋
組
が
創
立
二
十
周
年
を
記

念
し
て
町
に
寄
贈
し
た
も
の
で
高
橋

組
社
長
、
町
長
、
千
野
氏
夫
妻
ら
に

よ
っ
て
除
幕
さ
れ
ま
し
た
。

　
希
望
館
入
口
、
不
動
池
の
ほ
と
り

に
こ
の
美
し
い
ブ
ロ
ン
ズ
像
が
ひ
っ

そ
り
と
建
っ
て
い
ま
す
。
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与防1日

災害

松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場

　
　
　
　
　
リ
ー
フ
を
つ
く
り
宣
伝
開
始

　
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
の
ゲ
レ
ン

デ
整
備
と
リ
フ
ト
架
設
工
事
が
順
調

に
進
み
十
二
月
上
旬
オ
ー
プ
ン
の
予

定
と
な
り
ま
し
た
の
で
八
十
万
円
の

経
費
で
三
万
部
の
宣
伝
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　
六
月
十
八
日
町
民
グ
ラ
ン
ド
に
お

　
て
消
防
の
一
日
訓
練
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

　
町
民
の
生
命
、
財
産
を
守
っ
て
く

れ
る
消
防
団
約
四
百
名
が
新
入
団
員
、

ラ
ッ
パ
隊
員
、
ポ
ン
プ
隊
員
、
一
般

団
員
に
分
か
れ
て
災
害
に
そ
な
え
団

員
の
規
律
と
消
火
活
動
の
訓
練
を
幹

部
団
員
と
分
遣
所
職
員
に
よ
っ
て
指

導
さ
れ
、
最
後
に
上
越
消
防
大
会
に

出
場
す
る
布
川
（
五
分
団
）
の
小
型

ポ
ン
プ
操
法
が
被
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
町
の
消
防
大
会
は
あ
り
ま

せ
ん
が
七
月
十
日
兎
口
、
大
荒
戸
、

天
水
島
、
北
浦
田
、
東
山
の
五
地
区

で
想
定
演
習
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
温
泉
旅
館
や
県
内
お
よ
び

関
東
方
面
の
ス
キ
i
関
係
者
、
観
光

セ
ン
タ
ー
な
ど
に
配
布
さ
れ
本
格
的

に
冬
の
観
光
誘
客
の
宣
伝
に
の
り
だ

し
ま
し
た
。

NHK
7
月
・
8
月
は

飲
料
水
の
不
足
す
る

月
で
す
。

水
を
大
切
に
〃

≦　
　
　
粂

幅

六
月
に
ス
ス
キ
の
花
穂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
異
常
気
象
力

く
気
温
も
低
め
で
秋
の
気
候
に
似
て

い
る
た
め
こ
の
ス
ス
キ
の
穂
が
出
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
　
冷
害
に
な

ら
な
け
れ
ば
い
い
が
と
心
配
し
て
い

ま
す
。
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蕗9見た

1パーセントの大切さ

カルシウム

カルシウムと聞けば「骨や歯をつくる栄養

素」とだれもが答えるに違いありません。事

実、そのとおりで、体内のカルシウムのうち、

99パーセントまでが骨や歯になっています。

では、残りの1パーセントはどこにあるの

でしょうか？　実は、血液やリンパ液、細胞

膜などに含まれていて、次のような大切な役

割を果たしているのです。

①血液を凝固させる

②神経の興奮を伝え、筋肉を収縮させる

③酸素を体のすみずみに送り届ける

以上のように、カルシウムは骨や歯となっ

て蓄えられる一方、体内の大切な“働き”のた

めに使われています。このため、血液中のカ

ルシウムが不足すると、骨や歯に蓄えられて

いるカルシウムが血液中に溶け出し、骨や歯

がもろくなることがあります。

それでは、このカルシウムをわたしたちは

どのくらい取ったら良いのでしょうか？

厚生省が定めた「日本人の栄養所要量」で

は、1日のカルシウム所要量の目安を次のよ

うに定めています。

成人病はみだんの注意（予防）と

※参考食品

牛乳200㏄，には

200㎎、プロセ
スチーズ100g
には630㎎のカ
ルシウムが含ま
れています。

定期的な健康診断（旱期発晃）で

7目18日～22日の5目間は

総合検診です

町では健康週間の期間中、18日～22日の5日間松之山町農協、

浦田農協の協力を得て各種検診を実施します。対象者はどなた

も受診し、自分の健康を確かめて下さい。

部落別検診目とマイクロバス運転日

日別 午　　前　　の　　部
午後の部「

18日 天　　　水　　　越 天水島　　湯　本

19日
湯　之　島　　　北　浦　田

豊　　　田　　西　之前

新　山　　光　間

湯　山　　黒　倉

20日
藤原　曽根　新田　上の山

中立山　田麦立　月池　坂中

兎　口　　下川手

上川手

21日
藤　　倉　　下鰯　池
上　蝦　池　　　東　　　山

水　梨　　小　谷

大荒戸

22日
中　尾　　坪　野　　五十子平

赤倉　東　山

松　之　山

（受付は2：00まで）

総合検診はここを認べまずll

　トト、κ

鷲感
ヂ喝　 噸へ　N曳

偵　●』
　　　　斧
　も一・

）

1日のカルシウム所要量

乳 児

妊 婦

授　乳　婦
60歳以上の男女

400㎎
1，000㎎

1，100㎎

600㎎

成人男女では、体重1キログラムにつき10㎎、

また20歳までの成長期には、849㎎を最高に年

齢別に定められています。

カルシウムは、牛乳、チーズ、緑黄色野菜

に多く含まれています。また小魚など骨ごと

食べられる魚は重要なカルシウム源です。

ただし、カルシウムが体に吸収されるには、

ほかの栄養素一一タンパク質、ビタミンD、　　　．．

リンなどとのバランスが大切です。カルシウ

ムに富む食品だけでなく、いろいろな食品を

バランスよく取りましょう。

○各部落の発車時刻は通知書に記載します。

○指定日にこだわらず、いつでも受診できます。

○湯山、松之山、光間はバス運行しません。

○バスは8：30ころより巡回を始めますので、胃ガン検診を早

朝に受けたい方はご自分で会場までお来し下さい。

○受診に対しての注意事項等は通知時にお知らせします。

検診に対する問い合せ　役場保健衛生係へ

凋麗

、

脳卒中予防

（豊識検査）

結核検診

心臓検査

（心電図）

肝臓機能検査

（血液検査）

胃ガン検診

ラ
　
尿
　
ク
尿
パ
血

査
ン

検
糖
タ
潜

尿
〔

子宮ガン検診

その他

体重、身長、問診、貧血検査

生活指導があります。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
し
か
（
最

　
は
し
か
は
、
だ
れ
も
が
一
度
は
か
　
　
で

か
る
病
気
の
た
め
に
軽
く
見
ら
れ
る
　
　
ぐ

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
肺
炎
　
　
予

や
脳
炎
を
併
発
す
る
こ
と
が
多
く
、

毎
年
五
十
人
も
の
乳
幼
児
が
は
し
か
　
　
ら

謂
棲
稚
鶏
隙

占　
　
　
一
回
の
接
種
で
9
5
％

　
　
　
以
上
の
人
に
免
疫
が

終
回
）

死
亡
し
て
い
る
の
で
す
。
は
し
か

ら
い
と
侮
ら
ず
、
子
供
に
は
ぜ
ひ

防
接
種
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

は
し
か
の
予
防
接
種
は
、
一
歳
か

六
歳
ま
で
の
間
、
な
る
べ
く
な
ら

一
歳
半
か
ら
三
歳
ま
で
の
間
に
受
け

る
よ
う
に
し
た
い
も
の
。
接
種
は
皮

下
注
射
で
、
一
回
だ
け
で
す
。
接
種

す
る
と
、
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の

人
に
免
疫
が
で
き
ま
す
。
一
度
免
疫

が
で
き
る
と
、
一
生
か
か
る
心
配
は

な
い
と
考
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
は
し
か
の
予
防
接
種
を
受
け
る
と

熱
が
出
や
す
く
、
七
日
～
十
日
く
ら

い
で
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
子
供
が
三

十
七
・
五
度
程
度
の
熱
を
出
し
、
そ

れ
に
伴
っ
て
軽
い
発
し
ん
の
出
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
二
、
三

日
で
回
復
し
、
本
当
の
は
し
か
の
よ

う
に
目
や
に
、
鼻
水
、
せ
き
な
ど
の

症
状
は
で
ま
せ
ん
し
、
他
の
人
に
移

す
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
回

復
す
る
ま
で
は
激
し
い
運
動
や
外
出
、

入
浴
を
避
け
て
く
だ
さ
い
。

　
慢
性
の
病
気
の
あ
る
子
供
は
、
は

し
か
に
か
か
る
と
そ
の
病
気
が
重
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
予
防
接
種

を
受
け
て
お
け
ば
、
は
し
か
に
か
か

っ
て
も
軽
く
す
ん
だ
り
、
何
の
症
状

も
な
く
て
す
む
わ
け
で
す
か
ら
、
主

治
医
と
相
談
の
う
え
、
積
極
的
に
受

け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
や
す
い
子

供
は
、
予
防
接
種
を
受
け
る
時
期
な

ど
に
注
意
が
必
要
で
す
。

1
田
o
り
ー



””ll””【11】”””i””1”1”Illl”””1”“”””III”1””1“1”II”lml“”IIIlll”1””1””””Ill””1”””II”Illlll”lu”1”ml””III”ll”1””lll”1”lll”“広報まつのやま　Nα891””Ill”1”””1” ”””1”“ll”II”1昭和58年7月10日　1””””“””””11”“ll””1””””II1“1””1”1“”“”1”””””1””””llIll”“”1””1”1”ll”””””ll”1”lll””””””“1””II”lm”””””ll”1“【10】”””””

蕗9見た

1パーセントの大切さ

カルシウム

カルシウムと聞けば「骨や歯をつくる栄養

素」とだれもが答えるに違いありません。事

実、そのとおりで、体内のカルシウムのうち、

99パーセントまでが骨や歯になっています。

では、残りの1パーセントはどこにあるの

でしょうか？　実は、血液やリンパ液、細胞

膜などに含まれていて、次のような大切な役

割を果たしているのです。

①血液を凝固させる

②神経の興奮を伝え、筋肉を収縮させる

③酸素を体のすみずみに送り届ける

以上のように、カルシウムは骨や歯となっ

て蓄えられる一方、体内の大切な“働き”のた

めに使われています。このため、血液中のカ

ルシウムが不足すると、骨や歯に蓄えられて

いるカルシウムが血液中に溶け出し、骨や歯

がもろくなることがあります。

それでは、このカルシウムをわたしたちは

どのくらい取ったら良いのでしょうか？

厚生省が定めた「日本人の栄養所要量」で

は、1日のカルシウム所要量の目安を次のよ

うに定めています。

成人病はみだんの注意（予防）と

※参考食品

牛乳200㏄，には

200㎎、プロセ
スチーズ100g
には630㎎のカ
ルシウムが含ま
れています。

定期的な健康診断（旱期発晃）で

7目18日～22日の5目間は

総合検診です

町では健康週間の期間中、18日～22日の5日間松之山町農協、

浦田農協の協力を得て各種検診を実施します。対象者はどなた

も受診し、自分の健康を確かめて下さい。

部落別検診目とマイクロバス運転日

日別 午　　前　　の　　部
午後の部「

18日 天　　　水　　　越 天水島　　湯　本

19日
湯　之　島　　　北　浦　田

豊　　　田　　西　之前

新　山　　光　間

湯　山　　黒　倉

20日
藤原　曽根　新田　上の山

中立山　田麦立　月池　坂中

兎　口　　下川手

上川手

21日
藤　　倉　　下鰯　池
上　蝦　池　　　東　　　山

水　梨　　小　谷

大荒戸

22日
中　尾　　坪　野　　五十子平

赤倉　東　山

松　之　山

（受付は2：00まで）

総合検診はここを認べまずll

　トト、κ

鷲感
ヂ喝　 噸へ　N曳

偵　●』
　　　　斧
　も一・

）

1日のカルシウム所要量

乳 児

妊 婦

授　乳　婦
60歳以上の男女

400㎎
1，000㎎

1，100㎎

600㎎

成人男女では、体重1キログラムにつき10㎎、

また20歳までの成長期には、849㎎を最高に年

齢別に定められています。

カルシウムは、牛乳、チーズ、緑黄色野菜

に多く含まれています。また小魚など骨ごと

食べられる魚は重要なカルシウム源です。

ただし、カルシウムが体に吸収されるには、

ほかの栄養素一一タンパク質、ビタミンD、　　　．．

リンなどとのバランスが大切です。カルシウ

ムに富む食品だけでなく、いろいろな食品を

バランスよく取りましょう。

○各部落の発車時刻は通知書に記載します。

○指定日にこだわらず、いつでも受診できます。

○湯山、松之山、光間はバス運行しません。

○バスは8：30ころより巡回を始めますので、胃ガン検診を早

朝に受けたい方はご自分で会場までお来し下さい。

○受診に対しての注意事項等は通知時にお知らせします。

検診に対する問い合せ　役場保健衛生係へ

凋麗

、

脳卒中予防

（豊識検査）

結核検診

心臓検査

（心電図）

肝臓機能検査

（血液検査）

胃ガン検診

ラ
　
尿
　
ク
尿
パ
血

査
ン

検
糖
タ
潜

尿
〔

子宮ガン検診

その他

体重、身長、問診、貧血検査

生活指導があります。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
し
か
（
最

　
は
し
か
は
、
だ
れ
も
が
一
度
は
か
　
　
で

か
る
病
気
の
た
め
に
軽
く
見
ら
れ
る
　
　
ぐ

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
肺
炎
　
　
予

や
脳
炎
を
併
発
す
る
こ
と
が
多
く
、

毎
年
五
十
人
も
の
乳
幼
児
が
は
し
か
　
　
ら

謂
棲
稚
鶏
隙

占　
　
　
一
回
の
接
種
で
9
5
％

　
　
　
以
上
の
人
に
免
疫
が

終
回
）

死
亡
し
て
い
る
の
で
す
。
は
し
か

ら
い
と
侮
ら
ず
、
子
供
に
は
ぜ
ひ

防
接
種
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

は
し
か
の
予
防
接
種
は
、
一
歳
か

六
歳
ま
で
の
間
、
な
る
べ
く
な
ら

一
歳
半
か
ら
三
歳
ま
で
の
間
に
受
け

る
よ
う
に
し
た
い
も
の
。
接
種
は
皮

下
注
射
で
、
一
回
だ
け
で
す
。
接
種

す
る
と
、
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の

人
に
免
疫
が
で
き
ま
す
。
一
度
免
疫

が
で
き
る
と
、
一
生
か
か
る
心
配
は

な
い
と
考
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
は
し
か
の
予
防
接
種
を
受
け
る
と

熱
が
出
や
す
く
、
七
日
～
十
日
く
ら

い
で
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
子
供
が
三

十
七
・
五
度
程
度
の
熱
を
出
し
、
そ

れ
に
伴
っ
て
軽
い
発
し
ん
の
出
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
二
、
三

日
で
回
復
し
、
本
当
の
は
し
か
の
よ

う
に
目
や
に
、
鼻
水
、
せ
き
な
ど
の

症
状
は
で
ま
せ
ん
し
、
他
の
人
に
移

す
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
回

復
す
る
ま
で
は
激
し
い
運
動
や
外
出
、

入
浴
を
避
け
て
く
だ
さ
い
。

　
慢
性
の
病
気
の
あ
る
子
供
は
、
は

し
か
に
か
か
る
と
そ
の
病
気
が
重
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
予
防
接
種

を
受
け
て
お
け
ば
、
は
し
か
に
か
か

っ
て
も
軽
く
す
ん
だ
り
、
何
の
症
状

も
な
く
て
す
む
わ
け
で
す
か
ら
、
主

治
医
と
相
談
の
う
え
、
積
極
的
に
受

け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
や
す
い
子

供
は
、
予
防
接
種
を
受
け
る
時
期
な

ど
に
注
意
が
必
要
で
す
。

1
田
o
り
ー
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缶
詰
の
日
付
を
読
も
う

　
　
六
ケ
タ
の
数
字
で

　
　
　
　
　
年
、
月
、
日
を
表
し
ま
す

　
缶
詰
が
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
期

間
は
中
身
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
違
い

ま
す
。
一
般
的
に
は
製
造
後
、
果
物

缶
詰
は
四
年
ぐ
ら
い
、
魚
、
肉
、
野

菜
缶
詰
で
五
年
く
ら
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
国
産
缶
詰
の
製
造
年

月
日
は
、
缶
の
ふ
た
に
数
字
で
表
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
数
字
は
六
ケ
タ
で
す
が
、
こ
れ
は

”
ニ
ケ
タ
の
数
字
が
三
組
”
と
考
え

て
く
だ
さ
い
。
つ
ま
り
、
初
め
の
ニ

ケ
タ
が
「
年
」
を
、
次
の
ニ
ケ
タ
が

「
月
」
を
、
最
後
の
ニ
ケ
タ
が
「
日
」

を
表
し
て
い
ま
す
。

　
「
年
」
は
西
暦
か
元
号
の
い
ず
れ
か

ソ

凱砂♪1

㊧

が
用
い
ら
れ
ま
す
が
、
実
際
は
、
元

号
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

西
暦
の
場
合
、
下
ニ
ケ
タ
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
六
ケ
タ
表
示
に
な
っ

た
の
は
、
一
九
八
○
年
三
月
か
ら
で
、

そ
れ
以
前
は
四
ケ
タ
の
数
字
で
表
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
四
ケ
タ
表
示
で
出

回
っ
て
い
る
も
の
も
ま
だ
あ
り
ま
す

か
ら
覚
え
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
四
ケ
タ
表
示
で
は
、
最
初
の
数
字

が
西
暦
年
号
の
末
尾
、
ニ
ケ
タ
目
が

月
（
十
月
は
0
、
十
一
月
は
Y
、
十

二
月
は
Z
の
略
号
で
表
示
）
、
三
、
四

ケ
タ
目
が
日
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
輸
入
品
の
場
合
、
果
物
、

野
菜
類
に
つ
い
て
は
年
月
日
を
表
示

し
た
ラ
ベ
ル
が
張
ら
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
製
造
年
月
日
が
不
明
の
場

合
は
、
輸
入
年
月
日
が
書
き
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
缶
の
ふ
た
に
記
さ
れ
て
い

る
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
文
字
は
「
品

名
記
号
」
で
、
中
身
の
原
材
料
や
調

理
方
法
な
ど
を
表
し
て
い
ま
す
。

原料の種類

調理方法

翠維齢曙

缶
の
表
示
の
読
み
方

製造工場と発売元の記号

芭縢鷺二貿P
8月31日締め切り

課六　　課号所紙　　の外ど　　日りの十
1おへを　’に応応者な応でまシニ松

で三問お明氏三募募はた募すすン月之
色方を問で者　。　。ボォ山

三合りし　’以法おいもは　　締ル1温
一わ下て年内は待ま応小　　めマプ泉
松せさ松齢でハちせ募中　　切1ンス
之はい之　’作ガしん出高　　りクのキ
山費　。山職品キての来お　　はを予1
町○　　町業をまいでまよ　　八募定場
役二　　役　’書たまたすび　　月集でが
場五　　場電いはすく　。一　　三しす今
振五　　振話て画　。さ町般　　十てが年
興九　　興番住用　　ん内の　　一おこ、の

電話料需、識購9

夜間　　料をがロ五の　　下○力り求に
二四三金超　’以○料現げキにまめ比遠
二〇二もえ今上○金在しロよしるべ距
○○○安る回の　～は三ま以りた要高離
円円キく地の三七三二す上七　。望いの

’ロな域値段五二〇　。の月電がこ電
な夜以つが下階○○キ　　遠二電利と話
り問上て一げにキ　～ロ　　距十公用か料
ま二三い律はなロ五メ　　離一社者ら金
す四分ま均三つ　’O　l　　通日でか　’が
OO間す一二て七〇ト　　話かはら値市
円で　。にOい五キル　　料ら企強下内
’は　　なキま○ロ以　　を三業くげ通
深昼　　りロすキ　’上　　値二努あを話

用写な　　いれりらたすの一
交嚢喜葺え嚢Q搭響奮風病金望蒙　行
撃篶募讐身啄　香斐奪笛萎苧お荏　方
真いり物元は　　のたたしど相一　’やでまなの・　方・、たを談か八　不
奮罎克お蓼茜　誉彗操ま蒼所昌旦　明
当は　　記ら各　　相　’ぎ行しを　r日
　・　録な地　談消先方て開行か　の
のな　　をいで　　く息かが家設方ら状る　多方亡　だがらわ出し不三　人
況べ　数のく　さ知便かしま明＋無を

　　　　　▽　一　＿　▽の料捜
　　＿倉箭薔毒習県薔霧総暑裏蓼相す

吾習言百蒔嚢鼠箋穴嚢塑寅案嚢盛談
囲㈱璽㈹奮所覆男塁冒ノト蓑嚢所讐所

上長二新午　　○時十休二署識　　ヲ越　　発後　時か一日一四課　痔開
北岡条田五　　半ら日を二階　　　参昌ん
警警警警時　　ま午ま除一）　　　く誠
察察察察ま　　で後でく　　　　　　だ
所所所所で　　。五　・八　　　　　　さ
　　　　　　　時　月　　　　　しき
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「サマージャンボ宝くじ」
マイカー1，400台当る

7月14日予約開始

　
昭
和
五
十
八
年
度
市
町
村
振
興
宝

く
じ
「
サ
マ
…
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」

の
予
約
が
七
月
十
四
日
か
ら
開
始
さ

れ
ま
す
。

　
発
売
総
額
四
二
〇
億
円
で
十
四
ユ

ニ
ッ
ト
の
場
合
、
一
等
賞
金
三
、
O
O
O

万
円
が
一
四
〇
本
、
前
後
賞
合
わ
せ

て
四
、
O
O
O
万
円
や
特
別
賞
に
三
〇

〇
万
円
相
当
の
マ
イ
カ
ー
が
一
、
四
〇

〇
台
が
当
り
ま
す
。

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
地
元
に

還
元
さ
れ
て
、
豊
か
で
住
み
よ
い
私

た
ち
の
街
づ
く
り
に
役
立
て
ら
れ
ま

す
。

　
申
込
方
法
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、

七
月
十
四
日
の
新
聞
紙
上
に
て
発
表

さ
れ
ま
す
。

　
七
月
二
十
三
日
ま
で
に
往
復
ハ
ガ

キ
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

oo
東
京
都
中
央
郵
便
局
留
置

　
〒
第
一
勧
業
銀
行
宝
く
じ
部

▽
振
第
七
号
・
松
之
山
温
泉
ス
キ
i

場
リ
フ
ト
エ
事

　
第
一
ペ
ア
リ
フ
ト
六
八
五
メ
ー
ト

　
ル

　
第
ニ
シ
ン
グ
ル
リ
フ
ト
四
八
五
メ

　
ー
ト
ル

　
日
本
ケ
ー
ブ
ル
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
一
億
五
、
八
○
○
万
円

▽
振
第
八
号
・
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー

　
場
電
気
設
備
工
事

　
第
一
・
第
ニ
リ
フ
ト
電
源
工
事
、

　
拡
声
設
備
工
事
一
式

　
株
式
会
社
・
東
光
電
気
商
会
（
上

　
越
市
）
　
　
　
　
一
、
二
〇
〇
万
円

▽
建
第
十
三
号
・
特
改
四
種
（
舗
装
）

　
巳
之
下
線
（
松
之
山
）
二
六
〇
メ

　
ー
ト
ル

福
田
道
路
　
　
　
　
八
二
〇
万
円

▽
建
第
十
四
号
・
特
改
四
種
（
舗
装
）

　
藤
原
松
之
山
線
（
藤
原
）
三
二
〇

　
メ
㌃
ト
ル

　
福
田
道
路
　
　
　
　
八
五
〇
万
円

▽
消
第
一
号
・
防
火
水
槽

　
四
〇
㎡
級
有
蓋
（
上
蝦
池
）

　
大
海
組
　
　
　
　
　
二
三
五
万
円

▽
消
第
二
号
・
防
火
水
槽

　
四
〇
㎡
級
有
蓋
（
坪
野
）

　
大
武
工
務
店
　
　
　
二
三
〇
万
円

さラわやか君
　　　群蝶

擢ぐ壌

1〃　タ彦多
i

馨玲
λ

／
1　（α　　　ウ

多 矯緬．
3

r

寝麹
の粋6d

’
＝
－
£
、

δ験

　

畿ノ欝

休
診
七
月

　
　
　
　
　
　
松
之
山
診
療
所

7
月
9
日
（
土
）

　
　
1
8
日
（
月
）

　
　
2
0
日
（
水
）

　
　
2
2
日
（
金
）

　
　
3
0
日
（
土
）

日
間
は
、

指総総総指
定合合合定
休検検検休
日診診診日

　
十
八
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
の
五

　
　
　
　
町
の
総
合
検
診
日
で
す
が

急
患
等
出
た
場
合
は
、
診
療
所
へ
電

話
で
ご
相
談
下
さ
い
。

　
十
九
日
㈹
湯
本
出
張
日
と
二
十
一

日
㈱
東
川
出
張
日
は
、
そ
れ
ぞ
れ
出

張
診
療
し
ま
す
。

戸
籍
の
明
暗
　
六
月

□
う
ぶ
声

　
田
辺
　
晴
也
（
松
之
山
・
修
一
の
二
男
）

■
お
く
や
み

　
本
山
　
ミ
ノ
㈹
（
北
浦
田
・
北
の
下
）

　
高
橋
　
重
治
㈹
（
中
尾
・
文
善
）

　
村
山
　
義
一
6φ
（
松
之
山
・
勘
五
郎
）

　
布
施
栄
治
郎
㈲
（
黒
倉
・
瀬
善
）

　
渡
辺
　
キ
ク
㈹
（
湯
山
・
東
）

蔚
パ
費
謹
ボ
忽
禦
慌
湿
｛
㌶
淘
轡
す
累
壕
駿
鯉

．
附
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
）
　
）
　
）
　
　
声

餅
　
　
前
駄
駄
駄
炉
羅

　
　
　
　
　
　
3
　
4
　
9
　
7
　
　
製

：廼琳纈躯麗礁灘
誉　人口の動き

i蜜7月1日
ド　

疑　　　　　（10年
タ

窃人口　4，753人（6，43

幸男2，302人（3，14

：＝女2，451人（3，29
§　　　　　＿
写世帯数1，346斥（1，67
汚

蘇婦職欄慨嚇’
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缶
詰
の
日
付
を
読
も
う

　
　
六
ケ
タ
の
数
字
で

　
　
　
　
　
年
、
月
、
日
を
表
し
ま
す

　
缶
詰
が
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
期

間
は
中
身
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
違
い

ま
す
。
一
般
的
に
は
製
造
後
、
果
物

缶
詰
は
四
年
ぐ
ら
い
、
魚
、
肉
、
野

菜
缶
詰
で
五
年
く
ら
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
国
産
缶
詰
の
製
造
年

月
日
は
、
缶
の
ふ
た
に
数
字
で
表
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
数
字
は
六
ケ
タ
で
す
が
、
こ
れ
は

”
ニ
ケ
タ
の
数
字
が
三
組
”
と
考
え

て
く
だ
さ
い
。
つ
ま
り
、
初
め
の
ニ

ケ
タ
が
「
年
」
を
、
次
の
ニ
ケ
タ
が

「
月
」
を
、
最
後
の
ニ
ケ
タ
が
「
日
」

を
表
し
て
い
ま
す
。

　
「
年
」
は
西
暦
か
元
号
の
い
ず
れ
か

ソ

凱砂♪1

㊧

が
用
い
ら
れ
ま
す
が
、
実
際
は
、
元

号
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

西
暦
の
場
合
、
下
ニ
ケ
タ
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
六
ケ
タ
表
示
に
な
っ

た
の
は
、
一
九
八
○
年
三
月
か
ら
で
、

そ
れ
以
前
は
四
ケ
タ
の
数
字
で
表
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
四
ケ
タ
表
示
で
出

回
っ
て
い
る
も
の
も
ま
だ
あ
り
ま
す

か
ら
覚
え
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
四
ケ
タ
表
示
で
は
、
最
初
の
数
字

が
西
暦
年
号
の
末
尾
、
ニ
ケ
タ
目
が

月
（
十
月
は
0
、
十
一
月
は
Y
、
十

二
月
は
Z
の
略
号
で
表
示
）
、
三
、
四

ケ
タ
目
が
日
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
輸
入
品
の
場
合
、
果
物
、

野
菜
類
に
つ
い
て
は
年
月
日
を
表
示

し
た
ラ
ベ
ル
が
張
ら
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
製
造
年
月
日
が
不
明
の
場

合
は
、
輸
入
年
月
日
が
書
き
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
缶
の
ふ
た
に
記
さ
れ
て
い

る
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
文
字
は
「
品

名
記
号
」
で
、
中
身
の
原
材
料
や
調

理
方
法
な
ど
を
表
し
て
い
ま
す
。

原料の種類

調理方法

翠維齢曙

缶
の
表
示
の
読
み
方

製造工場と発売元の記号

芭縢鷺二貿P
8月31日締め切り

課六　　課号所紙　　の外ど　　日りの十
1おへを　’に応応者な応でまシニ松

で三問お明氏三募募はた募すすン月之
色方を問で者　。　。ボォ山

三合りし　’以法おいもは　　締ル1温
一わ下て年内は待ま応小　　めマプ泉
松せさ松齢でハちせ募中　　切1ンス
之はい之　’作ガしん出高　　りクのキ
山費　。山職品キての来お　　はを予1
町○　　町業をまいでまよ　　八募定場
役二　　役　’書たまたすび　　月集でが
場五　　場電いはすく　。一　　三しす今
振五　　振話て画　。さ町般　　十てが年
興九　　興番住用　　ん内の　　一おこ、の

電話料需、識購9

夜間　　料をがロ五の　　下○力り求に
二四三金超　’以○料現げキにまめ比遠
二〇二もえ今上○金在しロよしるべ距
○○○安る回の　～は三ま以りた要高離
円円キく地の三七三二す上七　。望いの

’ロな域値段五二〇　。の月電がこ電
な夜以つが下階○○キ　　遠二電利と話
り問上て一げにキ　～ロ　　距十公用か料
ま二三い律はなロ五メ　　離一社者ら金
す四分ま均三つ　’O　l　　通日でか　’が
OO間す一二て七〇ト　　話かはら値市
円で　。にOい五キル　　料ら企強下内
’は　　なキま○ロ以　　を三業くげ通
深昼　　りロすキ　’上　　値二努あを話

用写な　　いれりらたすの一
交嚢喜葺え嚢Q搭響奮風病金望蒙　行
撃篶募讐身啄　香斐奪笛萎苧お荏　方
真いり物元は　　のたたしど相一　’やでまなの・　方・、たを談か八　不
奮罎克お蓼茜　誉彗操ま蒼所昌旦　明
当は　　記ら各　　相　’ぎ行しを　r日
　・　録な地　談消先方て開行か　の
のな　　をいで　　く息かが家設方ら状る　多方亡　だがらわ出し不三　人
況べ　数のく　さ知便かしま明＋無を

　　　　　▽　一　＿　▽の料捜
　　＿倉箭薔毒習県薔霧総暑裏蓼相す

吾習言百蒔嚢鼠箋穴嚢塑寅案嚢盛談
囲㈱璽㈹奮所覆男塁冒ノト蓑嚢所讐所

上長二新午　　○時十休二署識　　ヲ越　　発後　時か一日一四課　痔開
北岡条田五　　半ら日を二階　　　参昌ん
警警警警時　　ま午ま除一）　　　く誠
察察察察ま　　で後でく　　　　　　だ
所所所所で　　。五　・八　　　　　　さ
　　　　　　　時　月　　　　　しき
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「サマージャンボ宝くじ」
マイカー1，400台当る

7月14日予約開始

　
昭
和
五
十
八
年
度
市
町
村
振
興
宝

く
じ
「
サ
マ
…
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」

の
予
約
が
七
月
十
四
日
か
ら
開
始
さ

れ
ま
す
。

　
発
売
総
額
四
二
〇
億
円
で
十
四
ユ

ニ
ッ
ト
の
場
合
、
一
等
賞
金
三
、
O
O
O

万
円
が
一
四
〇
本
、
前
後
賞
合
わ
せ

て
四
、
O
O
O
万
円
や
特
別
賞
に
三
〇

〇
万
円
相
当
の
マ
イ
カ
ー
が
一
、
四
〇

〇
台
が
当
り
ま
す
。

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
地
元
に

還
元
さ
れ
て
、
豊
か
で
住
み
よ
い
私

た
ち
の
街
づ
く
り
に
役
立
て
ら
れ
ま

す
。

　
申
込
方
法
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、

七
月
十
四
日
の
新
聞
紙
上
に
て
発
表

さ
れ
ま
す
。

　
七
月
二
十
三
日
ま
で
に
往
復
ハ
ガ

キ
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

oo
東
京
都
中
央
郵
便
局
留
置

　
〒
第
一
勧
業
銀
行
宝
く
じ
部

▽
振
第
七
号
・
松
之
山
温
泉
ス
キ
i

場
リ
フ
ト
エ
事

　
第
一
ペ
ア
リ
フ
ト
六
八
五
メ
ー
ト

　
ル

　
第
ニ
シ
ン
グ
ル
リ
フ
ト
四
八
五
メ

　
ー
ト
ル

　
日
本
ケ
ー
ブ
ル
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
一
億
五
、
八
○
○
万
円

▽
振
第
八
号
・
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー

　
場
電
気
設
備
工
事

　
第
一
・
第
ニ
リ
フ
ト
電
源
工
事
、

　
拡
声
設
備
工
事
一
式

　
株
式
会
社
・
東
光
電
気
商
会
（
上

　
越
市
）
　
　
　
　
一
、
二
〇
〇
万
円

▽
建
第
十
三
号
・
特
改
四
種
（
舗
装
）

　
巳
之
下
線
（
松
之
山
）
二
六
〇
メ

　
ー
ト
ル

福
田
道
路
　
　
　
　
八
二
〇
万
円

▽
建
第
十
四
号
・
特
改
四
種
（
舗
装
）

　
藤
原
松
之
山
線
（
藤
原
）
三
二
〇

　
メ
㌃
ト
ル

　
福
田
道
路
　
　
　
　
八
五
〇
万
円

▽
消
第
一
号
・
防
火
水
槽

　
四
〇
㎡
級
有
蓋
（
上
蝦
池
）

　
大
海
組
　
　
　
　
　
二
三
五
万
円

▽
消
第
二
号
・
防
火
水
槽

　
四
〇
㎡
級
有
蓋
（
坪
野
）

　
大
武
工
務
店
　
　
　
二
三
〇
万
円

さラわやか君
　　　群蝶

擢ぐ壌

1〃　タ彦多
i

馨玲
λ

／
1　（α　　　ウ

多 矯緬．
3

r

寝麹
の粋6d

’
＝
－
£
、

δ験

　

畿ノ欝

休
診
七
月

　
　
　
　
　
　
松
之
山
診
療
所

7
月
9
日
（
土
）

　
　
1
8
日
（
月
）

　
　
2
0
日
（
水
）

　
　
2
2
日
（
金
）

　
　
3
0
日
（
土
）

日
間
は
、

指総総総指
定合合合定
休検検検休
日診診診日

　
十
八
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
の
五

　
　
　
　
町
の
総
合
検
診
日
で
す
が

急
患
等
出
た
場
合
は
、
診
療
所
へ
電

話
で
ご
相
談
下
さ
い
。

　
十
九
日
㈹
湯
本
出
張
日
と
二
十
一

日
㈱
東
川
出
張
日
は
、
そ
れ
ぞ
れ
出

張
診
療
し
ま
す
。

戸
籍
の
明
暗
　
六
月

□
う
ぶ
声

　
田
辺
　
晴
也
（
松
之
山
・
修
一
の
二
男
）

■
お
く
や
み

　
本
山
　
ミ
ノ
㈹
（
北
浦
田
・
北
の
下
）

　
高
橋
　
重
治
㈹
（
中
尾
・
文
善
）

　
村
山
　
義
一
6φ
（
松
之
山
・
勘
五
郎
）

　
布
施
栄
治
郎
㈲
（
黒
倉
・
瀬
善
）

　
渡
辺
　
キ
ク
㈹
（
湯
山
・
東
）

蔚
パ
費
謹
ボ
忽
禦
慌
湿
｛
㌶
淘
轡
す
累
壕
駿
鯉

．
附
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
）
　
）
　
）
　
　
声

餅
　
　
前
駄
駄
駄
炉
羅

　
　
　
　
　
　
3
　
4
　
9
　
7
　
　
製

：廼琳纈躯麗礁灘
誉　人口の動き

i蜜7月1日
ド　

疑　　　　　（10年
タ

窃人口　4，753人（6，43

幸男2，302人（3，14

：＝女2，451人（3，29
§　　　　　＿
写世帯数1，346斥（1，67
汚

蘇婦職欄慨嚇’
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昭和58年度

新
潟
県
芸
術
祭

　
　
　
文
芸
部
門
作
晶
募
集

　
昭
和
五
十
八
年
度
芸
術
祭
文
芸
部

門
と
し
て
、
作
品
発
表
の
場
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
県
文
芸
の
振
興
を

図
る
た
め
、
県
教
育
委
員
会
の
主
催

に
よ
り
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
入
選
作
品
の
う
ち
優
秀
な
作
品
に

は
、
各
種
目
一
編
ず
つ
芸
術
祭
賞
を

授
与
し
、
入
選
作
品
は
「
県
民
文
芸
」

に
集
録
し
刊
行
さ
れ
ま
す
。

　
応
募
原
稿
は
、
四
〇
〇
字
詰
原
稿

用
紙
に
イ
ン
ク
書
き
と
し
、
楷
書
で

は
っ
き
り
書
い
て
、
読
み
に
く
い
漢

字
に
は
、
振
り
仮
名
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
。
原
稿
一
枚
目
に
応
募
種
目
、

一
般
、
高
校
の
区
分
と
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
職
業
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
二
枚
目
よ
り

本
文
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　
授
賞
作
品
の
発
表
は
、
十
二
月
中

旬
に
本
人
あ
て
に
通
知
し
ま
す
。

▽
小
説

　
一
般
は
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
五

〇
枚
以
内
。

　
高
校
は
二
〇
枚
以
内
。

▽
詩

　
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
四
枚
以
内

　
で
現
代
詩
と
す
る
。

攣
藝
罐
、
編
と

◎
締
切
り

　
十
月
八
日
（
土
）
消
印
有
効

◎
あ
て
先

51

新
潟
市
一
番
堀
通
町

　〒
　
県
庁
第
二
分
館

　
新
潟
県
教
育
庁
文
化
行
政
課

　
封
筒
表
面
に
「
県
芸
術
祭
文
芸
作

　
品
応
募
原
稿
」
と
朱
書
す
る
。

◎
詳
細
に
つ
い
て
は
、
新
潟
県
教
育

　
庁
文
化
行
政
課
に
お
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い
。

a
O
二
五
二
ー
二
三
－
五
五
一
｝

　
内
線
三
六
七
五

　夏の暑さはわたしたちを水辺へと駆り立てます。湧、

川、谷川のせせらぎ……。夏は水が恋しくなる季節です。

　しかし＼わたしたちが水と親しくなるほど、水難事赦

が多くなることも見逃がせません。事赦の大￥は6月～

8月の間に集中しているのです。

　水の犠牲者の4割近くは中学生以下の子供です。57年

の6月から8月までに水死したり，行万不明になった子

供（中学生以下）は401人。このうち、子供だけで事赦に遭

ったというのが7割（281人）、残りの3割（120人）は保護

者が近くにいながら水の犠牲となっています。

　子供の水難事故は思わぬとき思わぬ場所で起こります。

子供だけで水泳や魚釣りに行かせないのはもちろん、一

楮に海や川へ行ったときは、子供のことを心にしっかり

とつなぎとめておきましよう。

””””””””1”1昭和58年7月10日

東
頸
地
区
の
電
話
十
一
月
下
旬
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
ダ
イ
ヤ
ル
」
市
内
通
話
な
み
に

　
牧
村
を
除
く
郡
内
五
町
村
（
松
之

山
町
、
松
代
町
、
大
島
村
、
安
塚
町
、

浦
川
原
村
）
内
ど
う
し
の
電
話
ダ
イ

ヤ
ル
が
十
一
月
下
旬
か
ら
、
現
在
の

十
ケ
タ
か
ら
五
ケ
タ
で
つ
な
が
る
こ

と
に
な
り
大
変
便
利
に
な
り
ま
す
。

　
郡
内
の
通
話
に
は
、
市
外
局
番
（
〇

二
五
五
九
）
の
ダ
イ
ヤ
ル
が
不
用
と

な
り
、
局
番
と
従
来
の
番
号
五
ケ
タ

で
つ
な
が
り
ま
す
が
、
松
之
山
町
内

ど
う
し
の
通
話
に
億
、
今
ま
で
の
番

号
の
前
に
局
番
「
六
」
を
ダ
イ
ヤ
ル

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
東
京
な
ど
郡
外
ど
う
し
の
電
話
は
、

今
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
詳
し
い
こ
と
は
電
報
電
話
局
か
ら

お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。

　
次
の
町
村
へ
の
電
話
は
十
一
月
下

旬
か
ら
市
外
局
番
が
不
要
と
な
り
、

局
番
と
従
来
の
番
号
で
つ
な
が
り
ま

す
。

　
（
町
村
名
）

松
之
山
町

松
代
町

大
島
村

安
塚
町

浦
川
原
村

（
局
番
）
（
従
来
の
番
号
）

六
ー
x
×
×
×

七
ー
×
×
×
×

八
1
×
×
×
×

四
1
×
×
×
X

二
ー
×
×
×
×

三
1
×
×
×
×

九
f
×
×
×
×

水の誘惑

思わぬときに

　　事故は起こる

ρ
フ
2
ジ

ピで．蕪患

…
き


